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 令和３年西予市決算審査特別委員会（産業建設分科会）会議録 

１．開催日時 令和３年 ９月２７日 

１．開催場所 西予市議会全員協議会室 

１．開  会 令和３年 ９月２７日 

       午前 ８時５７分 

１．閉  会 令和３年 ９月２７日 

       午後 ５時４２分 

１．出 席 委 員        

   班長    小玉 忠重 

   副班長   宇都宮久見子 

   委員    中村 一雅 

   委員    山本 英明 

委員    二宮 一朗 

委員    兵頭  学 

１． 欠 席 委 員 

   な し 

１． 説明員 

産業部長     酒井 信也 

建設部長     三瀬 計浩 

経済振興課長   浦田 和喜 

農業水産課長   兵頭 章夫 

林業課長     中城多喜恵 

建設課長     三瀨 文丈 

上下水道課長   松下 徳隆 

経済振興課長補佐  古川 郁夫 

経済振興課長補佐  篠藤 武士 

経済振興課係長  名本 拓朗 

経済振興課係長  中村 忠史 

農業水産課長補佐  稲垣 国弘 

農業水産課長補佐  村上 英治 

農業水産課長補佐  河野 貴之 

農業水産課係長  井上 誠教 

農業水産課係長  兵頭 英司 

農業水産課係長  濵田 信也 

農業水産課係長  松本 幸祐 

農業水産課担当係長  上杉 敏也 

林業課長補佐   酒井 淳二 

林業課係長    辰己 英作 

林業課係長    大塚 洋平 

林業課係長    織田 喜子 

建設課長補佐   菊池 彰真 

建設課長補佐   安田  司 

建設課係長    松本 知也 

上下水道課長補佐  大塚 修司 

上下水道課長補佐  上甲 敬一 

上下水道課係長  松本 理恵 

上下水道課係長  山本 裕樹 

 

１．出席議会事務局職員 

  議事係長  三好 祐介 

書記    日野 あかり 

１．会議に付した事件   

認定第 １号 令和２年度西予市一般会計歳入

歳出決算の認定について 

認定第 ６号 令和２年度西予市農業集落排水

事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

認定第 ７号 令和２年度西予市水道事業会計

決算の認定について 

認定第 ８号 令和２年度西予市簡易水道事業

会計決算の認定について 

認定第 ９号 令和２年度西予市公共下水道事

業会計決算の認定について 

 

 

        １．会 議 の 経 過  別紙のとおり      
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  開会 午前８時57分 

○宇都宮副班長 

開会宣告を行うとともに、班長に挨拶を促す。 

○小玉班長 

挨拶を行う。 

○宇都宮副班長 

酒井産業部長に挨拶を促す。 

○酒井産業部長 

挨拶を行う。 

○宇都宮副班長 

以降の進行を班長に委ねる。 

 

【産業部】 

【経済振興課】 

○小玉班長 

これより本日の会議を開きます。 

認定第１号「令和２年度西予市一般会計歳入歳

出決算の認定について」経済振興課所管分につい

てを議題といたします。 

まず、歳入について浦田課長の説明を求めます。 

○浦田経済振興課長 

それでは、認定第１号「令和２年度西予市一般

会計歳入歳出決算の認定について」産業部経済振

興課所管分について、まず歳入について御説明さ

せていただきます。 

決算書 25ページから 26 ページをお開き願いま

す。 

12 款 1 項 5 目 1 節商工使用料の収入未済額が

28 万 7000 円ございます。これは、乙亥の里の商

業インキュベーター施設及び乙亥会館１階部分の

レストラン施設の２件の使用者の使用料が未済と

なっております。内訳としましては、平成 29 年

４月から８月までの５カ月分 7 万 2000 円。平成

26年６月から平成 27年３月までの 10カ月分 21万

5000円となっております。 

続きまして、決算書 71 ページから 72 ページを

お開き願います。 

19 款 5 項 4 目 7 節商工費雑入の収入未済額が

110万 9067円ございます。内訳としましては、乙

亥の里レストラン施設使用者の電気料（過年度分）

59 万 6650 円、水道料（過年度分）1 万 9991円、

下水道料（過年度分）1 万 2426 円の合計 62 万

9067 円、そして、グリーンブルーツーリズム事

業の補助金返還金 48万円となっております。 

使用者につきましては、再三再四に納付書の通

知及び協議を行っておりますけど、現状の状態と

なっております。引き続き使用者との協議を継続

して未済額の収納に努めてまいります。 

以上で、経済振興課所管分の歳入についての説

明を終わります。御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○小玉班長 

浦田課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 04 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前９時 09分） 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「ジオブランド推進事業」につ

いて、浦田課長の説明を求めます。 

○浦田経済振興課長 

それでは認定第１号「令和２年度西予市一般会

計歳入歳出決算の認定について」決算における主

要な施策の成果報告書に基づき、事前に通告のあ

りました産業部経済振興課所管分の事務事業につ

いて、報告書 46 ページから順に御説明をさせて

いただきます。 

初めに、報告書 46 ページ、ジオブランド推進

事業を御覧ください。参考までに、決算書につき

ましては 221ページから 222 ページになります。 

この事業は、当市のまちづくりの担い棒である

ジオパークを中心として、ジオパークの物語と西

予市の産品を結びつけた地域産品の魅力向上、販

売力の向上を目指しております。また、ジオの至

宝という新しいブランドの創出を行い、都市部を

ターゲットに市内産品の販路拡大を図るため、東

京や大阪などで開催する展示商談会に出展をして

おります。 

実績評価としましては、令和２年度は新型コロ

ナウイルス感染症拡大の影響を受け、予定してい

た展示会の延期、出店事業者の減少により、新規

販路拡大金額は、前年対比 97％の減額となりま

した。 

今後、新型コロナウイルス感染症拡大の状況が

見えない中ではありますが、展示会出展に向け、

さらに市産品のＰＲ効果を向上させるため、また、
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西予市のアピールも含めて、ジオの恵みパンフレ

ットを令和２年度に作成しております。 

不用額につきましては 967 万 4000 円ございま

した。理由としましては、当初４カ所の展示会に

25 事業者の参加をしていただく予定としており

ましたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

を受け、出展を予定した展示会が延期となり、展

示会の出席が３カ所となったこと。また、参加事

業者が 11 事業者と予定の半数以下にとどまって

しまったことが大きな要因であります。予定した

展示会が年度末開催であったことから、出展費用、

旅費等の確定ができなかったため、補正予算対応

ができなかったものです。 

今後の方針につきましては、新型コロナウイル

スの感染状況を注視しながら、市内事業者の要望

にこたえるべく、多様な展示会やフェアに参加す

るとともに、作成したパンフレットを十分に活用

し、展示会等での市産品のＰＲ効果を高め、市産

品の販路拡大につなげていきたいと考えておりま

す。 

以上で説明を終わります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○小玉班長 

浦田課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○山本委員 

この目的のところに都市部をターゲットにとい

うふうにあるんですけど、都市部というと具体的

にどの辺、関東とか関西とか、名古屋とか、ター

ゲットは具体的にありますか。 

○浦田経済振興課長 

現在のところ都市部というのは、大阪、東京と

しておりますけど、実際は千葉県の幕張メッセの

展示会に出席をしております。あわせて福岡県に

も出展をしております。 

○山本委員 

11 事業者の参加に終わったということで、若

干少なかったと思うんですけども、現在の市内の

至宝は年々増えておるんですかね。何品ぐらいに

なってるのかというのと、５町別の数がわかれば

教えてもらったらと思います。 

○浦田経済振興課長 

ジオの至宝でございますが、令和２年度以前に

認定されたものが７品ございます。旧町別には分

かれてないんですけど、順番にお伝えしたいと思

います。 

株式会社マルウ水産につきまして４品ございま

す。佐藤真珠株式会社が１品、株式会社ありがと

うサービス１品、田力本願株式会社が１品で、令

和２年度以前までに認定されたのが７品ございま

す。令和２年度認定の品が２品あります。有限会

社豆道楽、これ豆腐でございます。株式会社ぞっ

こん四国１品ということで、ぞっこん四国の水と

いうことで、現在９品認定をしております。 

○山本委員 

令和２年度まで７品、令和２年度から２つ増え

て９品、だんだん増えておって非常に西予市の宣

伝にもなっておるかなと思うんですけど、今後ま

た、今年度３年度、来年度と増やしていくような

予定というか、それは行政から、あんたとこ出し

たらどうですかというふうにアタックをするんで

しょうか。それとも業者から手が挙がって、うち

の品物どうですかと言うんでしょうか。どちらの

度合が強いんでしょうか。 

○浦田経済振興課長 

令和３年３月申請分として、城川のリコピンズ

からケチャップとゆずポンの２品が申請をされて、

令和３年４月に認定をしております。ですので現

在は 11 品でございます。 

なお、ジオの至宝の認定につきましては、まち

づくり推進課でその申請業務を行っているため、

どういうような手続でというのは詳しくは存じて

ないんですけども、観光物産協会が法人化された

ことによって、ふるさと納税の業務等々もござい

ますので、その辺、申請につきましては、観光物

産協会も協力しながら体制ができつつあると思い

ますので、産品は今後は増える見込みと思ってい

ただけたらと思います。 

○小玉班長 

ほかにありませんか。 

○二宮委員 

大体毎年決算のときには売上げ状況を聞くんで

すけど、今回はコロナということで、開催ができ

なかったということなんですけれども、こういう

時期も今からも多分なきにしもあらずということ

も考えられるんですが、今の時代、オンラインで

のこういう販売計画みたいな、今後の方針みたい

なのはないんでしょうか。 

○浦田経済振興課長 
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委員おっしゃられるとおり、現在オンライン商

談会の活用についても検討をしております。新型

コロナウイルスの感染状況が今後もどういう状況

になるかわかりませんので、出張等は断然減って

きておりますけども、このオンラインの活用につ

いて十分に協議をしながら検討してまいりたいと

考えております。 

○二宮委員 

先ほども出ましたけど、まちづくり推進課とか

観光物産協会とか、そういうところがやっぱり連

携をしっかりして、大体よく言われる行政の縦型

で１つの課だけではなくて、そういう面としてし

っかりとらえていただいて推進していただきたい

なと思います。 

○小玉班長 

ほかにございませんか。 

○中村委員 

ＧｏＴｏジオツアーとか企画されて実行された

と思います。ジオブランドをアピールすることに

おいてはジオツアーも非常に重要なファクターか

なあと思っていますが、今後そのジオツアーの中

にジオブランドを絡めて云々みたいなことはあり

ますでしょうか。今企画実行されてることがあれ

ば教えてください。 

○浦田経済振興課長 

後ほど市観光ＰＲ事業のところで、ジオツアー

につきましては詳細な説明を追加でさせていただ

きたいと思うんですけど、地産地消ということで

地元の産品を使っているのは確かなんですけど、

現状ジオの至宝を料理のメニューとかに使ってい

るということはまだないかと思いますので、その

辺のＰＲも含めて、今後強化していかないといけ

ない部分だと思っております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 20 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前９時 24分） 

ほかに質疑はございませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「企業誘致奨励金事業」につい

て、浦田課長の説明を求めます。 

○浦田経済振興課長 

続きまして、報告書 47 ページ、企業誘致奨励

金事業を御覧ください。参考までに、決算書は

221ページから 222 ページになります。 

この事業は、西予市企業誘致条例等に定められ

た要件を満たし、企業誘致審議会で指定を受けた

事業者を対象に産業振興と雇用機会の拡大を図る

ため、固定資産税の減免措置、奨励金等の奨励措

置を行うものであります。 

実績評価としましては、令和２年度は前年度同

様の３事業者が奨励措置の対象となりました。ま

た、雇用促進奨励金適用者数についても、前年度

同様の事業者において 54 名の対象とし、奨励措

置を適正に執行いたしました。 

不用額につきましては 7707 万 5000円ございま

した。主な理由としましては、指定事業者からの

奨励措置等の申請の際、１事業者の条件未達、３

名以上の新規雇用による奨励措置保留等があり、

奨励金の額等が確定できずに、補正予算対応がで

きなかったことが挙げられます。 

今後の方針につきましては、現在の企業立地促

進奨励金対象企業が令和３年度で終了となること

から、引き続き新規企業の誘致に努めてまいりた

いと考えておりますが、コロナ禍等の影響により、

現在の経済状況立地が進みにくくなっております。

そのため、令和３年度においては、県の産業立地

確保支援事業を活用し、産業用地候補地の地質調

査を計画しております。 

以上で説明を終わります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○小玉班長 

浦田課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○二宮委員 

昨年の決算のときに、ちぬやの雇用状況等を聞

いたら、当時は年度途中でわからないというふう

なことで、担当してる課が年度途中ではあっても、

何か把握してないのかなということで言ったと思

うんですけれども、ここには今回出ておりますの

でちぬやの雇用状況について、御説明をお願いし

ます。 

○浦田経済振興課長 

ちぬやの状況につきましては、コロナの関係で

外国人の留学生を 35 名程度受入れを計画してい

るというふうに伺っておりましたけど、なかなか
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海外から出れないという状況の中、その状況は最

終的に把握できておりません。 

ただ現状、ちぬやホールディングスができた当

時に愛媛県下南予の 20 高校と中予地区において

は、愛媛県が共同で高校まわりをしております。

その関係上、就職担当の先生と直接に企業と連絡

を取り合いながら、高校生の確保ができていると

伺っております。 

ただ採用しても１カ月、２カ月で退職されてと

いうちょっと入れかわりが早いものですから、そ

の数値の把握等には若干のずれがあるかと思いま

すけど、現状は順調にいってると伺っております。 

○二宮委員 

今ここに書いてある雇用者数が 54 名で、全体

ですけどもそのうちの何人がちぬやなんでしょう

か。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 29 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前９時 31分） 

○浦田経済振興課長 

先ほどのちぬやホールディングスの雇用状況で

すけど、54 名のうち、39 名がちぬやの雇用の職

員数になります。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○宇都宮副班長 

先ほど説明の中で、１事業者が新規常用雇用従

業員が３名に達しなかったという説明があったか

と思うんですけれども、どこの段階で３人いない

といけないのか、初めはいたけど途中でいなくな

ったらなくなるものなのか、どういう流れなのか

その辺り説明いただけたらと思います。 

○浦田経済振興課長 

基本的には創業時のところから、市内の住所を

有する方が３名常勤でということで条例等には定

めておりますが、その申請の方法につきましては、

御存じない方もおられますので１年間の猶予はと

っておるような状態でございます。 

○宇都宮副班長 

当然されてるのかなと思うんですけど、これを

するつもりでいろいろ建物を建てられたりとかさ

れてるところもあるのかなと思うんですけど、そ

の辺りは当然御説明もされとるし、ほかの例えば

こういうことがありますよみたいな方法は、例え

ばこの（２）番の分だけが達成できなかったとか

いう場合は、ゼロかマルかバツかということにな

るんですか。 

○浦田経済振興課長 

申請書は、この事業者においては３人初年度確

保しますということで申請いただいております。

ですのでそれを当然業者としてはハローワーク

等々で要望はしたけれども、現実、企業誘致の審

査会がございます。その前日に３人確保できたか

ということで電話で確認をとるわけなんですけど、

それができてなかったので、１年間は猶予をみた

んですけど基本的にはこの要件を満たさないと認

められないというふうな状況になっております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

○二宮委員 

今コロナで新しい企業誘致も難しいという御説

明もありましたけれども、最近場所を構えてイン

ターネット企業とか、そういうところを誘致して

いるところというのは結構あちこちの自治体であ

ると思うんですけども、西予市的にはそういうふ

うな企業誘致の方法というのは考えておられない

んでしょうか。 

○浦田経済振興課長 

現状のところはインターネット環境等の整備等

での企業誘致というのは検討をしておりません。 

○二宮委員 

先ほども言いましたけども、まちづくりとかそ

ういうところと連携して、移住定住もジオの推進

もそうなんですけど、そういうところの面で考え

たときに、やっぱりシェアオフィスとかいう事業

とか、空き家対策とか、そういうことがいろいろ

出てくるんじゃないかなと思うんですけど、横の

連携が少ないんじゃないかなという気がするんで

すけれどもいかがでしょうか。 

○浦田経済振興課長 

委員御指摘のとおり、課によって連携不足等々

あるかと思いますけど、ジオに関しましては、令

和５年度から一体感を持って観光物産協会ととも

に検討しております。移住定住的なこともフェア

には参加をしているかと思うんですけど、どう言

いましょうか、本気でやっていく施策の一つでは

あろうかと思いますけど、現状のところはそこま

で至ってないというような状況にあろうかと思い

ます。 
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○二宮委員 

これは部長にお願いせないけんのかもしれんの

ですけれども、移住定住なんかでも事が起こった

というか申込み等があったときには連携してやる

というシステムは今多分できたんだろうと思うん

ですけど、その前の段階の誘致するという段階で

のそういう連携というのは１つの課では難しいと

思いますので、部長が部長会とかの中で連携して、

何か進めるような方策というのをぜひお願いした

いなと思います。 

○酒井産業部長 

今年度から部長会で、西予市の重要な施策の作

戦会議というものを６月から始めて、第１回目の

会議が終わったところでございます。そういうよ

うな会議の中で、そういう提案をさせてもらって、

協議をして市の重要施策としてこれをやっていく

というようなところで提案をしてみたいなと考え

ております。 

どちらかというと、今まではトップダウン的な

発想のほうが先にいってしまいよったような感じ

はあるので、やっぱりそういう中では部長会で

喧々諤々その話合いを持って、施策を進めるとい

うやり方もまずありなのかなと思いつつ自分も参

加しておりますが、但しこれをするとやっぱり公

務員やなというスピード感のなさはもう否めない

というところでジレンマがあるなと思っておりま

すが、今二宮委員がおっしゃったことは、私ども

も提案をさせてもらって協議をしていきたいと考

えております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「ふるさと就業創出奨励事業」

について、浦田課長の説明を求めます。 

○浦田経済振興課長 

続きまして、報告書 47 ページ、ふるさと就業

創出奨励事業を御覧ください。決算書につきまし

ては 177ページから 178ページになります。 

この事業につきましては、卒業時の選択として

就業の場を西予市に位置づけるため、市内の中学

校、または県内の中等教育学校、高等学校、特別

支援学校を卒業後、市内に住所を有し、市内企業

に就職した方を対象に奨励金を交付するものです。

交付額は１人当たり１カ月 1 万円とし、申請年度

最終月に申請者が提出する実績報告に応じて１年

分をまとめて交付するもので、最長３カ年まで継

続して申請可能としております。 

実績評価としましては、令和２年度は 22 名か

ら申請があり、そのうち、新規申請者が９名、継

続申請者が 13 名となっております。新規申請者

は、事業開始時からほぼ横ばいの状況となってお

り、事業継続の効果も低いと考え、今年度をもっ

て当事業を廃止しております。 

今後の方針につきましては、本制度は廃止とし

ましたが、令和３年度より新たにみらい発展就業

奨励金として新制度を立ち上げております。これ

までの対象に加えて、大学、専門学校卒業後の市

内就業についても補助対象とすることなどで、新

規学卒者の市内就職の促進、労働人口の確保や地

域経済の維持を図ってまいります。 

以上で説明を終わります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○小玉班長 

浦田課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○二宮委員 

この受入れ先は法人になるんですよね。株式会

社とか有限とか、そういう法人に就職したという

ふうに限られるということでいいんでしょうかね。 

○浦田経済振興課長 

基本的には株式会社、有限会社ということで、

法人に限られております。 

○二宮委員 

みなし法人みたいなのもありますし、例えば職

人さんとかみたいな方もあると思うんですよね。

例えばよそから来ていただくとか、特に今、農業

等も労働人口不足してる中で、そういうふうなの

も今後、新たな取組するのであれば考えていただ

きたいなと思います。 

○浦田経済振興課長 

農業とか個人事業主におきましては、新規後継

者ですかね、後継者育成等々の補助等も農水のほ

うであろうかと思いますので、内容等につきまし

ては検討はさせていただきますけど、現状の通り

の方向で今のところは考えております。 

○酒井産業部長 

皆さん覚えとられるかどうかわからんのですけ



 

－7－ 

ど、森川議員が前のときに左官が少なくなってる

とかいうようなこともありましたけど、やっぱり

個人事業主で大切なのは大工さんもそうですけど、

そういうのもやっぱり協議をしていかないけんの

かなという状況でございます。 

今何するにつけても、とにかく西予市に残って

ほしいという考えの施策なので、何とかそこら辺

も拾えるというか、認定できるような形のものも

考えていかないけんのかなと考えております。 

○山本委員 

これまでの事業を廃止して、今後新しい新規事

業をということをお伺いしましたけども、それを

どの程度まで、高校、あるいは専門学校、短大、

大学まで募集というか、声かけに行くのか、そし

てそれは西予市出身の人だけに限られるんですか

ね。Ｉターンの県外出身者で、例えば、愛大や県

内の高校に来とって、県外出身の者がそのままい

ついてくれるのもありがたいなと思うんですけど

も、そういうことは考えられておらんのでしょう

かね。 

○浦田経済振興課長 

新しい制度の未来発展就業奨励金につきまして

は、市内に住所を有して、市内に勤務しているこ

とということですので、市内市外関係なく受け付

けをしております。 

現状申しますと高校生で 11 名申請がございま

す。専門学校生が３名、短期大学が５名、大学が

７名ということで今受け付けております。 

○小玉班長 

ほかにありませんか。 

○宇都宮副班長 

廃止になるということなんですけれども、これ

令和２年度新規申込み者９名というのは、９名し

か対象の子がいなかったということですよね。申

請をする必要なかったのか、西予市内これだけ広

い中、９人しかおらんかったのかなというのがど

うなのかなと思うんですけれども。 

○浦田経済振興課長 

令和２年度につきましては、新規の申請者とい

うのは９名でございます。ただ経過措置を設けて

おりますので、この方は令和２年度に受け付けて、

令和３年度、４年度とこの制度の状態のまま支給

はする予定としております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

○二宮委員 

事業期間が５年間ということですけども、結局

トータルで何人該当したのかわかったら教えてく

ださい。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 46 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前９時 49分） 

○浦田経済振興課長 

先ほどの二宮委員の御質問ですけど、調べて、

また後ほど御報告させていただけたらと思います。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「市観光ＰＲ事業」について、

浦田課長の説明を求めます。 

○浦田経済振興課長 

続きまして、報告書 58 ページ、市観光ＰＲ事

業を御覧ください。決算書につきましては 215 ペ

ージから 216ページになります。 

この事業は、県内、県外から誘客を増加させる

ため、市内及び県内外で西予市の観光ＰＲを特産

品販売とあわせて実施するものでございます。ま

た、西予市の食材、ジオの恵みの豊かさ、ポテン

シャルの高さをアピールするものです。 

実績評価としましては、新型コロナウイルス感

染症拡大の影響を受け、各種イベントをはじめ、

プレミアムダイニング等計画していた事業を実施

することができませんでした。しかしながら、ほ

かの事業にはなりますが、新型コロナの交付金を

活用して、ジオツアーキャンペーンを実施し、地

元事業者と連携しつつ、西予市内の観光客誘客に

一定の成果を出すことができたと考えております。 

不用額につきましては 157 万 7000 円となって

おります。主な理由としましては、予定イベント

が中止となったことに伴う補助金額の減額などが

挙げられます。 

今後の方針につきましては、西予市観光物産協

会をはじめ、地元の旅行事業者との連携をしなが

ら、より一層西予市への誘客と観光ＰＲを実施し

ていく予定でございます。 

以上で説明を終わります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 
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○小玉班長 

浦田課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○二宮委員 

大体の説明はわかったんですけれども、私も松

山の人とか、ちょこちょこ利用したよというふう

な声を聞いて、自分が思ってるよりも評判よかっ

たんだなというふうに感じております。 

定期的というか恒常的にこういう事業を進めて

いただきたい。今後も多分するような方向という

ことで、今課長の説明はあったんですけども、恒

常的にこういうのを年内の回数を増やすとかして

いただきたいなと思うんですけれどもいかがでし

ょうか。 

○浦田経済振興課長 

委員おっしゃられるとおり、新型コロナの関係

で地元事業者、旅行業者等観光とか減っておりま

すので、地元のよさというのを今回再発見できた

かと思います。なおかつテレビ等で報道をしてい

ただいたおかげで、３日ぐらいで完売というよう

な状況も聞いておりますので、その辺踏まえて、

さらにジオの認定を受けた後にはジオを活用しな

がら、そういう観光的なことも考えていきたいと

思っております。 

○二宮委員 

これ質問ではなくて要望になるんですけども、

西予市内広いので四季を意識した、四季それぞれ

の、今からだったら紅葉ですけども、そういうよ

うなことを考えながらぜひお願いしたいなと思い

ます。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「町並み建造物修理・修景事業」

について、浦田課長の説明を求めます。 

○浦田経済振興課長 

続きまして、報告書 78 ページ、町並み建造物

修理・修景事業を御覧ください。決算書につきま

しては 291 ページから 292ページになります。 

この事業は、卯之町伝統的建造物群保存地区内

の伝統的建造物及びその建造物と一体となす環境

を保全、整備するために、地区内物件の修理・修

景事業に補助金を交付するものでございます。 

実績としましては、修理・修景事業については

当初９件の計画がありました。修理の中止を希望

された影響もあり、国庫補助事業を活用した修

理・修景事業が４件、その他軽微な修理・修景事

業が８件となりました。このたびの事業で、光教

寺の一連の修理・修景事業が終了するとともに中

町のまちなみ中央の四つ角に面していた末光家蔵

の壁面が修理されるなど大きく景観向上につなが

りました。 

不用額につきましては 258 万 6000 円の不用額

があり、先ほどお話しさせていただきました修理

中止の影響等によるものでございます。 

今後の方針につきましては、今後も先哲記念館

内で相談会を開催するなどして地区住民の要望を

伺うことで細やかな対応に努めてまいりたいと思

います。 

以上で説明を終わります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○小玉班長 

浦田課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○二宮委員 

これは重伝建になってる間、ずっと永久的にこ

ういう事業が続くということでよろしいんでしょ

うか。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 56 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前９時 56分） 

○浦田経済振興課長 

先ほどの御質問ですが、ずっと継続的に続くと

いうことになっております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

○中村委員 

令和元年度に比べて事業費が減ってる。これは

修理箇所は減って予算措置が減ったというふうに

受け止めていいのかなあと思っていますが、事前

に、前年度にこことここを直さないかんなという

見込みを立ててから事業費を立てるのでしょうか。

そこのところ詳細に教えていただいたらと思いま

す。 

○浦田経済振興課長 
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この件は担当から御説明をさせていただけたら

と思います。 

○中村経済振興課係長 

毎年６月をめどに、住民の方、また持ち主の方

を対象に相談会を開かせていただいて、その相談

会で見積り等提出いただく、また相談会以外でも

随時相談を受入れして、早めに次の年の見込みを

立てていくというふうに実施をしております。 

金額的に前年度に比べて減っております点につ

いてなんですけれども、令和元年度は中町広場の

大規模な直接工事がございまして、そちらでかな

り金額を使わせていただいておりますので、前年

度に関しては金額が増えていた。ただ、令和２年

度に関しましては、中町広場工事が終了しました

ので金額的には減っておるという状態です。 

○中村委員 

再質問になります。保有されてる方から申請が

上がってきて、こことここを何とかという事業措

置をする。そこには何て言うんですか、上限があ

って、これ以下にという予算規模というものはあ

るのでしょうか。 

○中村経済振興課係長 

こちらは規模というのを大きく設定まではして

ないんですけれども、愛媛県の予算であったりと

か、国の予算もございますので、そちらと相談し

ながら、大体昨年度とそう変わらない金額にはな

るんですけども、その前の年は直接工事がござい

ましたので、国・県と相談させていただいて増え

たという形になります。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○宇都宮副班長 

例年されてるみたいなんですけれども、広報紙

発行というのはどういう広報紙なんですか。 

○中村経済振興課係長 

重伝建だよりという、公民館だよりに近いもの

を毎月発行させていただいて、その重伝建の該当

している区の辺り全戸に配布をさせていただいて、

現状の工事であったり、火事に気をつけてくださ

いよという便りを毎月出させていただいておりま

す。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○山本委員 

毎年６月の持ち主との相談会の件ですけども、

その施設というのは理事者側、市からあそこを直

したいなというような気持ちのある施設と持ち主

からの手上げとは大体一致するものですか、それ

ともこちらの勧告というか、そういうものを重視

というか、そういうふうにされてるんですか。 

○中村経済振興課係長 

ほとんどの場合が住民からの希望によるものを

中心に取扱いをさせていただいております。市の

物件に関しましては、市の物件で傷みであったり

とか、地域の要望であったりとか、そういったも

のを勘案しながら決めさせていただいております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

○二宮委員 

該当するかどうかわからんのですけど、この重

伝建地区内で、例えば火災の訓練とか、そういう

のは定期的にやられてるのでしょうか。 

○中村経済振興課係長 

重伝建地区において、平成 30 年に防災計画と

いうのをつくらせていただいてるんですけれども、

その際に大規模に訓練をさせていただいておりま

す。あと定期的に、市の施設を中心に防災訓練の

実施もしております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「新型コロナウイルス感染症対

策中小企業者等経営安定支援事業」について、浦

田課長の説明を求めます。 

○浦田経済振興課長 

それでは報告書 101 ページ、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した実施

事業を御覧ください。 

新型コロナウイルス感染症対策中小企業者等経

営安定支援事業、３番新型コロナウイルス感染症

対策中小企業者等経営安定補助金事業につきまし

て御説明をさせていただきます。 

この事業は、新型コロナウイルス感染症の影響

により事業活動に支障を生じている事業継続が困

難な市内の中小企業者等に対して資金を補助する

ことにより、事業の経営安定を図り、もって地域

経済への影響を低減するため、日本政策金融公庫

等から借入れた融資額の３分の１、限度額 50 万
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円を支給するものであります。 

実績としましては 333件の申請がありまして、

交付実績は 1億 6155万 7000 円となっております。 

今後の方針につきましては、当該事業は令和２

年度で終了をしております。感染症の再拡大に伴

う事業者への影響が引き続き懸念されることから、

売上げ減少が生じ、感染拡大を予防しながら事業

継続に取り組む事業者への支援施策等、引き続き

検討してまいりたいと思います。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10時 03 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前 10時 05 分） 

○浦田経済振興課長 

それでは、同じく報告書 101ページ、11番商業

振興商品券助成事業について説明をいたします。 

この事業は新型コロナウイルス感染症による影

響を受けて、事業継続が困難となっている飲食業

者が行う 5,000 円で 6,000 円分の飲食ができる

「つながる西予！飲食応援前売り券」の発行に対

して支援を行うもので、発行主体である商工会に

対して補助金を支出するものでございます。 

実績としましては、参加店舗 105店舗、換金枚

数 1 万 4496 枚、補助金実績は 1544 万 9630 円、

プレミアム分 1404 万 9600 円、商工会事務費分

140万 30円となっております。 

不用額については 125万円発生しておりますが、

これは当初想定しておりました登録店舗数及び実

施主体であります西予市商工会の事務費について

実績の減によるものでございます。 

今後の方針につきましては、御案内のとおり、

令和３年度当初により第２弾事業を展開しており、

今月９月 30 日を使用期限としているところでご

ざいます。前売り券事業については第２弾をもっ

てひと区切りと考えておりますが、引き続き、飲

食店のみにとどまらない広く中小企業者等への支

援施策を検討してまいりたいと思います。 

同じく報告書 101ページ、30番せいよ観光応援

事業につきまして御説明を申し上げます。 

この事業は宿泊料の割引を打ち出すことで、愛

媛県民を西予市へ誘客し、新型コロナウイルスの

影響により観光客減少に悩む市内旅行事業者への

宿泊施設等を応援するものであります。 

令和２年度は、まず８月の１カ月間西予市民限

定で実施しましたが、これが好評であったため、

秋以降は対象を愛媛県民に拡大し実施をいたしま

した。 

実績といたしましては、８月に実施した西予市

民限定のキャンペーンでは 267人、11月から実施

した愛媛県民限定のキャンペーンでは 941 人の計

1,208 人がジオツアーキャンペーンを利用して、

西予市内で宿泊をしております。 

今後の方針につきましては、県内の新型コロナ

ウイルス感染症の状況を見ながら実施時期等を検

討するとともに、割引額の見直し等を行い、割引

があって安いから西予市に行くではなく、楽しい

から、魅力的だから、おいしいから西予市に行く

という方向へとシフトチェンジを図っていく予定

でございます。 

なお、不用額についてはございません。 

続きまして、報告書 102ページ、42番冬の贈物

お歳暮フェアにつきまして御説明を申し上げます。 

この事業は、市内特産品の販売促進を目的に西

予市観光物産協会が実施するせいよ時間冬ギフト

2020 に対する補助を行うもので、同協会が取り

扱う市内物産品について 50％割引した価格で市

内外の方にお買い求めいただきました。 

実績としましては、市内 32 業者、79 商品を提

供いただき、商品販売数は延べ 7,882 商品、販売

総額は 3328万 9530円となっております。 

不用額につきましては 86万 1000 円ございまし

た。主な理由としましては、商品販売数が想定数

に達しなかったことが挙げられます。 

今後の方針につきましては、令和３年度におい

て夏にお中元割引フェア事業を実施、年末におけ

るお歳暮割引フェア事業を計画しております。割

引フェアについては今回のお歳暮事業をもって終

了となりますが、事業者も年々定着して観光物産

協会会員数も増加傾向にあることから、カタログ

発行等によるお中元、お歳暮事業については継続

的に実施する予定でございます。 

以上で説明を終わります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○小玉班長 

浦田課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○兵頭委員 

30 番の観光のほうの件ですが、愛媛新聞の読

者投稿欄というところがあるんですけど、あそこ
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に昨年県内の方から投稿がありまして、西予市を

見直したというような投稿が出ておりました。こ

の事業を使って初めて宿泊して西予市のいいとこ

あったよというのが、これ本当ありがたいことだ

と思っておりますし、先ほどの説明でいくと次回

以降も予定はされてるみたいですけど、こういっ

た事業１回ぽっきりではなかなか行うことがなか

なか難しいと思いますので、継続的にぜひ検討し

ていただきたいということ、これ要望になります

けど、決算の審査なんですけど、そういったこと

でぜひお願いしたらと思います。 

○浦田経済振興課長 

実はジオツアーを実施するに当たって旅行事業

者との打合せも行っております。新型コロナウイ

ルスの影響がなければ、７月、８月というのはや

はり観光客で来るそうなので心配はいらないと事

業者から言われまして、できましたらその夏休み

が終わった９月、10 月、11 月ぐらいにこういう

企画をという話を伺っております。 

それで今はコロナの関係でできませんけど、そ

ういった体制づくりとまたジオの発信できるポイ

ント等を担当では模索しておりますので、継続的

な方向で検討しております。 

○兵頭委員 

冬の贈物の件ですが、先だって行われた産建委

員会で、二宮一朗委員がカタログだけではなくて

ネット通販も検討してみてはという意見があった

と思います。 

実際昨年の実績からいきますと販売数不足で

86 万円近くの不用額が発生したということなん

ですけど、これもやはり発信力不足がひとつの原

因ではなかろうかと思いますけど、そこら辺はど

ういうふうに考えられておりますか。 

○浦田経済振興課長 

現注文方法の種別は基本ファクスとしておりま

す。電話、メール、店頭、ホームページ等で行い

たいということで、事業者によって対応できると

ころとできないところがあるので、その辺は観光

物産協会から事業者に確認をとった上で行ってお

ります。 

また、事業者からは、観光物産協会で一手にそ

の受け付けを受けてくれないかというような要望

もございまして、すぐにできるとはちょっと言い

がたいんですけど、調整を今している状況にあり

ます。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○中村委員 

30 番の観光応援事業のことなんですけど、市

からも補助を出している、これはコロナの関係で

国や県からの補助もあったと、不勉強なんですけ

ど、重ねて使えて物すごくお得だったみたいなこ

とも聞いたんですけど、その市単独ということと

国や県の相乗りということのすみ分けというか効

果の違いとかってあったんでしょうかね。わかり

ますかね。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10時 16 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前 10時 17 分） 

○名本経済振興課係長 

先ほどの御質問ですけれども、当初市民限定で

させていただいたときには、そういった重複も含

めて有利なものでやらせていただいてたんですけ

れども、以降県内限定等をしたものについては、

西予市単独のこの事業を使った費用で出しており

ます。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○山本委員 

先ほどのジオブランドのところでもあったんで

すけども、プレミアムダイニングなんですが、私

の個人のところに松山とか宇和島とかから、おい

しいのをぜひ食べたいんやけどという電話が数名

かかっておりまして、ないんやろかな、コロナで

できんのよなというような話をしたんですが、西

予市内ミシュランをもらったような店のマスター

もおられたりしますので、非常においしいところ

もあるので、さっき課長言われました楽しいから、

魅力的だから、おいしいから西予市へ行こうとい

う部分を積極的に出していただいて、ＰＲしてい

ただいて、さらに集客、それから増収につながる

ような活動をしていただいたらありがたいなとい

うふうに思っております。さらに広報活動に熱を

入れていただいたらというふうに思っております。 

○浦田経済振興課長 

プレミアムダイニングについては、コロナの関

係で今回は中止とさせていただきましたけど、ミ

シュランの星を持たれている料理人の方と調整を

してきてますので、そこを今後ジオの関係等々、
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地産地消で生かしたいというふうに考えておりま

す。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○宇都宮副班長 

30 番のせいよ観光応援事業の分なんですけど、

ＧｏＴｏせいよジオツアーの実施で、これ条件が

西予市内に宿泊することということがあると思う

んですけれども、実施された方は１泊２日になっ

たら２日間とも西予市内に在住する、１泊だけ西

予市に泊まれば、次の日は市外に行ってもよかっ

たんですかね。説明お願いします。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10時 19 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前 10時 20 分） 

○浦田経済振興課長 

先ほどの御質問ですけど、１泊だけ西予市に泊

まっていただいて、翌日県外等々に出られるのは

全く問題ございません。 

○宇都宮副班長 

参考までに教えていただきたいんですけれども、

これ利用された方はどこに泊まられた方が多かっ

たんですか。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10時 20 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前 10時 21 分） 

○浦田経済振興課長 

人気で言いますと、三瓶の「Ｓｅａｓｉｄｅう

わかい」が一番人気がございました。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10時 21 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前 10時 23 分） 

ほかに質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

これより採決を行います。 

お諮りします。 

認定第１号「令和２年度西予市一般会計歳入歳

出決算の認定について」経済振興課所管分につい

て、認定することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○小玉班長 

挙手全員であります。当分科会としては原案ど

おり認定することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10時 23 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前 10時 37 分） 

先ほど保留しておりました経済振興課の件につ

いて、発言をお願いします。 

○浦田経済振興課長 

先ほどふるさと就業創出奨励金事業の実績数値

ということで御質問いただきましたが、５年間で

49 名でございます。年度別で言いますと、平成

28 年度が 11 名、平成 29 年度９名、平成 30 年度

が 12 名、令和元年度が８名で、令和２年度が９

名でございます。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10時 38 分） 

 

【農業水産課】 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前 10時 39 分） 

次に、認定第１号「令和２年度西予市一般会計

歳入歳出決算の認定について」農業水産課所管分

を議題といたします。 

通告事業「農業用機械・施設整備事業」につい

て、兵頭課長の説明を求めます。 

○兵頭農業水産課長 

認定第１号「令和２年度西予市一般会計歳入歳

出決算の認定について」農業水産課所管分につい

て、主要な施策の成果報告及び決算書に基づき、

事前に通告のあった事務事業について、順に説明

をさせていただきます。 

なお、事業の実績につきましては、当課の通告

事業数は９事業と多く、また内容が多岐にわたる

ことから、事業説明資料を別途作成しまして、事

前に配付させていただいておりますので、資料に

沿って説明をさせていただきます。また、把握し

切れてない部分もあります。詳細な質問について

は、本日担当者を大変たくさん連れてきて申し訳

ないんですが、連れてきておりますので担当者か

ら回答させる場合がありますので、あらかじめ御

了承願います。 

それでは、成果報告書 48 ページ、農業用機

械・施設整備事業については、配付の事前説明資
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料の１ページ目を御覧ください。 

当該事務事業では、次世代につなぐ果樹産地づ

くり推進事業、柑橘農業復興推進事業、農業用ハ

ウス強靱化緊急対策事業、普及組織先導型革新的

技術導入事業の４事業を実施しており、農業用機

械や資材の補助を通じて、産地の育成や安定継続

的な農産物の出荷及び農業所得の向上に努めてお

ります。 

令和２年度実績としては、まず、次世代につな

ぐ果樹産地づくり推進事業では、事業実施主体を

通じて、かんきつ農家に農業所得向上を目指すた

めに必要な機械や資材の支援を行うことで、労働

力の省力化を図り、生産性を向上することで、農

業所得向上を後押ししております。 

次に、柑橘農業復興推進事業では、事業実施主

体が農作業受託の構築に必要な機材を購入し、平

成 30 年７月豪雨により被害を受けたかんきつ農

家に対して支援を行うことで、かんきつ農業の復

興を後押ししています。 

次に、農業用ハウス強靱化緊急対策事業は、事

業実施主体を通じて、ハウス補強や防風ネットの

設置を支援することで、農業用ハウスの台風等に

よる災害被害の軽減に努めています。 

次に、普及組織先導型革新的技術導入事業は、

先駆的な技術の確立等に取り組むために導入する

施設・機械の整備等を支援するものであり、事業

実施主体である株式会社味彩におけるエアー式果

実搬送システムやスピードスプレーヤー等の先導

的な機械の導入に対し補助を行っています。 

今後もこれらの事業推進により、労力の省力化

による安定継続的な農産物の出荷や産地の育成及

び農業所得の向上に努めてまいります。 

以上で事業の説明を終わります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○小玉班長 

兵頭課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○二宮委員 

確認なんですけども、この表の説明資料の一番

右のその他というのが個人負担分ということでよ

ろしいんですかね。 

○兵頭農業水産課長 

まず最初に事業実施主体が負担をしておりまし

て、その後受益者からお金をいただくという形に

なっております。実施主体が受益者の方に対して

お金をいただくと、リース等で多分いただいてる

んじゃないかと思います。 

○二宮委員 

ここの表にあるその他というのは、どういうこ

となんですかね。 

○兵頭農業水産課長 

事業実施主体が負担しているお金がその他の金

額になります。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「農業後継者育成事業」につい

て、兵頭課長の説明を求めます。 

○兵頭農業水産課長 

次に、成果報告書の 49 ページ、農業後継者育

成事業については、説明資料の２ページ目を御覧

ください。 

当該事務事業では、農業次世代人材投資事業、

次代を担う若い農林漁業就業促進事業、次世代フ

ァーマーサポート事業、農業研修生サポート事業、

農業設備投資事業の５事業を実施しており、農家

の高齢化及び担い手不足の課題に対応するため、

就農者の確保、育成に努めております。 

令和２年度の実績としては、まず、農業次世代

人材投資事業では、就農計画の認定を受けた

50 歳未満の新規就農者に対し、年間最大 150 万

円、最長５年間の投資資金を交付するもので、令

和２年度は 36 名の継続対象者と４名の新規就農

者に補助を行い、就農定着を後押ししています。

なお、令和２年度はこのほかにも２名の新規就農

者がおり、今後の投資資金の申請を検討しており

まして、そのうちの１名は、令和３年度に採択を

されております。 

次に、次代を担う若い農林漁業就業促進事業は、

農業大学校等の就農研修資金を借り受けた新規農

業者に対して、毎年の償還に要する経費を補助す

る県補助事業ですが、既にこの事業は平成 29 年

度で新規の受け付けを終了しておりますが、平成

26 年度に採択され、令和５年度まで補助を行う

対象者が１名おりますので、令和２年度も補助を

行っております。 

次に、次世代ファーマーサポート事業では、地
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域農業を担うＪＡや農業法人等による新たな担い

手確保に関わる支援システムの構築に対して補助

を行っており、令和２年度は、ＪＡ東宇和及び西

宇和に対して、新規就農者の受入体制の整備や技

術研修、研修ほ場の機械・施設の整備等への補助

を行いました。 

次に、農業研修生サポート事業では、Ｉ・Ｊタ

ーンの新規就農者を積極的に雇用及び育成する事

業者に対し、その研修に要する経費を補助してい

ますが、令和２年度においては実績なしとなって

おります。なお、令和２年度までは、市内に３親

等以内の親族がいるＩ・Ｊターン就農者を対象外

としていましたが、利用拡大を推進するため、令

和３年度にこの要件を廃止した結果、現在２名の

申請が見込まれております。 

最後に、農業設備投資事業では、Ｉ・Ｊターン

の新規就農者に対し、農業設備の初期投資に係る

費用を補助するもので、令和２年度は１名の継続

対象者と１名の新規就農者に対して、農業機械等

の購入に対する補助を行いました。これらの各種

事業効果による令和２年度の新規就農者は６名で

あり、平成 24 年から令和２年度までの市内での

農業定着者数は、合計で 84 名となりました。 

今後も事業推進により、新規就農者の確保に努

めてまいります。 

以上で事業の説明を終わります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○小玉班長 

兵頭課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○二宮委員 

事業実施主体を、これ見よったら、大体ＪＡが

主なものだと思うんですけれども、個人、個人と

言うたら変ですけど、グループで法人的な活動さ

れておるところ等のこの事業の周知というのはＪ

Ａからいくんですかね、市からいくんでしょうか。 

○兵頭農業水産課長 

西予市から周知を行うようにしております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「担い手育成支援事業」につい

て、兵頭課長の説明を求めます。 

○兵頭農業水産課長 

次に、成果報告書の 49 ページ、担い手育成支

援事業は、説明資料２ページ目を御覧ください。 

当該事務事業では、認定農業者経営改善対策事

業と農業経営収入保険支援事業の２事業を実施し

ており、地域農業を担っていく認定農業者を対象

として、担い手の育成を図っています。 

令和２年度の実績としては、まず、認定農業者

経営改善対策事業は、農業用機械・施設導入に対

する補助を行っており、18 名の認定農業者に対

して、トラクター、コンバイン等への補助を行い

ました。 

次に、農業経営収入保険支援事業は、新型コロ

ナ拡大による売上げ減少等による影響から経営を

守るための緊急措置として、農業経営収入保険へ

の加入を促進するための保険料の２分の１以内を

補助するもので、83 名の認定農業者に対して補

助を行い、コロナ禍における経営の安定化を支援

しました。 

今後も支援事業により、認定農業者の確保と経

営の安定化を図ってまいります。 

以上で事業の説明を終わります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○小玉班長 

兵頭課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○兵頭委員 

この事業主体、認定農業者限定ということなん

ですが、これ以外の方にはもうないという考えで

いいんですか。 

○兵頭農業水産課長 

この事業自体が認定農業者を対象としておりま

すので、それ以外の方は対象外となります。 

○二宮委員 

今の説明の収入保険のところの認定農業者対象

者 83 名ということだったんですけども、これは、

支援事業を受けた認定農業者が 83 名なのか、農

業者全体は何名なのかを教えていただきたいと思

います。 

○兵頭農業水産課長 

こちらの資料にある 83 名は、この支援事業を

受けた認定農業者の数となります。令和２年度時

点の認定農業者の数は 435名となります。 
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○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「ため池等農地災害危機管理対

策事業」について、兵頭課長の説明を求めます。 

○兵頭農業水産課長 

次に、成果報告書 50 ページ、ため池等農地災

害危機管理対策事業は、説明資料の３ページ目を

御覧ください。 

当該事務事業では、ため池ハザードマップ作成

事業、危険ため池緊急対策事業、ため池改修事業、

廃止ため池事業を実施しており、豪雨や地震等の

自然災害に対し、ため池決壊等による人的被害を

軽減するための対策を行っています。 

令和２年度の実績としては、まず、ため池ハザ

ードマップ作成事業では、市内の防災重点ため池

25 カ所の浸水想定区域図の作成を行い、廃止た

め池事業では、谷ケ内下池の廃止に向けた測量設

計と、郷ノ上池のため池廃止工事を実施しており

ます。なお、市内 79 カ所の防災重点ため池の浸

水想定区域図及びハザードマップ作成業務につい

ては、令和２年度は前払い金のみ支出しており、

残りは令和３年度に繰越しをしております。 

不用額が 1 億 218 万 1000 円ありますが、その

うちの 1 億 156 万 9000 円を令和３年度に繰越し

ておりまして、先ほどの繰越しを行った浸水想定

区域図及びハザードマップ作成業務については、

今年度の８月 31 日に完了し、また、宇和、野村

地区の防災重点ため池 45 カ所の浸水想定区域図

及びハザードマップ作成については、令和４年３

月 15日の完了を予定しています。 

次に、ため池改修事業で繰越しを行った日ノ浦

池と龍王池については、日ノ浦池の測量設計が今

年度５月 31 日に完了し、日ノ浦池と龍王池の改

修工事は、令和４年２月末の完成を予定していま

す。 

以上で事業の説明を終わります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○小玉班長 

兵頭課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○二宮委員 

ため池としての認定を廃止する手順なんですけ

ども、私の地域も何かこの間、ため池ではなくな

るんですよという地権者総会での営農部長の説明

だったんですが、防災のためかなというふうなこ

とと、何か最近その下にあるほ場が、要するにほ

場として機能してないというか、つくってないの

で、このため池を廃止しますという説明だったん

ですけども、そういう場合に、地元の人の、例え

ば地権者とかに説明があってから決めるのか、こ

こ数年間の状況を見て、市が先に決められるのか、

そういうところ順番がよくわからんのですけど教

えていただきたいと思います。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10時 56 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前 10時 56 分） 

○河野農業水産課長補佐 

先ほどの御質問ですけども、ため池廃止・改修

につきましては、基本的には地元から手続を要望

いただいて、それをもとに改修・廃止という手続

を行っております。 

○二宮委員 

今聞いたのは、廃止する前の段階で、地域の公

民館か何かの説明で、あそこがもうため池として

はなくなりますよと、市としてはため池にしなく

なるというふうなことなので、もう廃止せざるを

得んよねという話を地域でしたんですけども、そ

のため池じゃなくなるという判定をどこでしたの

かということなんですよ。 

○河野農業水産課長補佐 

今の御質問は恐らくハザードマップの説明会を

したときだと思います。そのときに、ため池が廃

止になるというような点をこちらからしたかどう

か再度確認をさせてください。 

○二宮委員 

うちの地区の場合はですけども、地権者総会に

おいて営農部長が公民館でそういうハザードマッ

プの説明のときに聞いてきて、実際にもうここ数

年間その水を使ったほ場の事業をしてないという

ふうなのは現実なんですけども、例えばこういう

のを地権者が後で知ったときにどうなるんかなと。

うちの土地はもう田んぼとしていけんのというふ

うな勝手に決められたみたいな感じにならないの

かなと思って質問したので、確認をまた後ででも

していただきたいと思います。 
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○松本農業水産課係長 

先ほどの御質問なんですけど、小原の谷川池は、

ため池管理者からため池廃止の要望が出ておりま

して、それで、今回ため池ハザードマップの説明

をしたときにその話をさせていただいております。

ため池廃止の要望についてはため池管理者から出

ているものですので、それをハザードマップの説

明会のときに御説明させていただいております。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11時 00 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前 11時 05 分） 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「中山間地域等直接支払制度事

業」について、兵頭課長の説明を求めます。 

○兵頭農業水産課長 

次に、成果報告書の 50 ページ、中山間地域等

直接支払制度事業は、説明資料の４ページ目を御

覧ください。 

当該事業は、生産条件不利にて耕作放棄地が増

加し、多面的機能の低下が懸念されている中山間

地域において、国の中山間地域等直接支払交付金

を活用して、農業生産活動の維持と耕作放棄の発

生を防止し、多面的機能の確保を図っております。 

令和２年度の実績としては、市内全域で 152の

協定集落に対して、約 2 億 5720 万円の交付金を

支出し、総面積 1,714ヘクタールの中山間農地に

おいて耕作放棄地発生の抑制に努めました。 

今後も事業推進により、条件不利とされる中山

間地域の農地保全に努めてまいります。 

以上で事業の説明を終わります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○小玉班長 

兵頭課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○二宮委員 

一般財源の 6600 万円というのは、ほとんど

国・県かなと思ってたんですけども、どういうも

のが一般財源になるんでしょうかね。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11時 07 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前 11時 08 分） 

○井上農業水産課係長 

先ほどの御質問ですが、一般財源に当たる部分

は、交付金の４分の１というだけで、この事業が

一般財源に当たることではなくて、事業に対して

４分の１が一般財源に当たるということになりま

す。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

○宇都宮副班長 

成果報告書の実績評価のところに、中山間地域

の耕作放棄地の発生などを防ぐことができたと書

いてあるんですけど、どれぐらい防げたんですか。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11時 09 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前 11時 10 分） 

○兵頭農業水産課長 

基本的にこれは中山間農地の現状維持をしてい

くということで、耕作放棄地を増やさないという

とこでございますので、そういう面で耕作放棄地、

現状維持されているということで、抑制ができた

という表現にさせていただいております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「農村環境保全向上活動支援事

業」について、兵頭課長の説明を求めます。 

○兵頭農業水産課長 

次に、成果報告書の 51 ページ、農村環境保全

向上活動支援事業は、説明資料４ページを御確認

ください。 

当該事業は、多面的機能支払交付金を活用して、

農用地、水路、農道等の農業基盤の維持管理に関

わる共同作業を後押しすることにより、担い手農

業の負担軽減と農業活動を推進するものです。 

令和２年度の実績としては、市内の 93 組織が

本事業に取り組んでおり、約 1 億 4300 万円の支

払交付金を活用して、総面積 2,338ヘクタールの

農地において、事業計画に位置づけられた農地維

持、共同活動、長寿命化に伴う活動を行うことで、

農地及び農業施設の保全を図り、農村環境の向上
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につなげています。 

なお、今後は、この多面組織を活用した田んぼ

ダム事業にも取り組んでいく計画としており、地

域の共同作業による地域資源の保全管理の推進と

あわせて、管理された水田を活用した肱川流域治

水対策への取組も図ってまいります。 

以上で事業の説明を終わります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○小玉班長 

兵頭課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○二宮委員 

計画年度が令和３年度までになってるんですけ

れども、中山間のは令和２年から６年間というこ

とで、令和６年度までということで出たんですが、

大体５年周期だと思うんですけれども、令和４年

度以降はどういうふうに変更点があるのかとか、

そういうのがもう出ているんでしょうか。 

○兵頭農業水産課長 

詳細までは把握できないんですが、この計画年

度というのは中山間の場合は、一律的に年度が区

切られるんですが、この多面の場合は取り組んだ

ときから５年間という取組なので、集落によって

更新月は変わっていると担当者から聞いておりま

す。その事業自体が大きく変わるのはまたまとめ

てあると思うんですが、それについては、今手元

に資料がございませんので、暫時休憩をとらせて

いただいて確認をさせていただいたらと思います。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11時 13 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前 11時 14 分） 

○兵頭農業水産課長 

新たな方針というのは、新しいのは出てないそ

うで、令和２年度のが令和３年度に今も行ってる

ということです。また先ほど言いましたようにや

はり組織ごとによって５年間の開始と終了時期が

ずれているそうで、その組織ごとの更新というこ

とになるそうです。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○兵頭委員 

先ほど課長の説明の中に、田んぼダムの説明が

ありましたが、これは今後どういう計画にあるの

か、わかればお答え願えたらと思います。 

○兵頭農業水産課長 

田んぼダム事業につきましては、現在準備を進

めておりまして、令和４年度から地区を限定した

モデル事業を行うように今計画しております。そ

このモデル事業における実証結果をもとに、令和

５年度内に事業実施地区の募集等をしまして、令

和６年度から本格的に拡大していきたいと考えて

おります。 

○兵頭委員 

これは、平成 30 年集中豪雨以降、この議会の

中でも田んぼダムという話も出ておりますし、今

日来ております信宮議員もそういった一般質問さ

れております。また管家市長も新潟まで視察に行

かれたということで、田んぼに水をためたらそれ

だけダムに入る量が軽減されるという簡単な話で

すけど、それは野村ダムのためにも必要ではない

かと思いますし、ぜひ今後検討していただいたら

と思います。 

○兵頭農業水産課長 

委員の言われるとおり市長も非常にこの事業を

重視しておりまして、当課としても重点事業とし

て取り組む計画としております。 

なお、田んぼダムについては、このメリットと

いうのが下流域の住民の方の浸水被害を軽減する

というところがありますが、実際に田んぼダムを

やっていただく農家には直接的なメリットがない

というのが大きな課題となっております。その点

をどう理解してもらいながら、また、どういう補

助をすることで推進できるのかということを今詰

めている段階でして、また実証試験においてそこ

の部分がはっきりわかってくると思いますので、

そこを見ながら改善しながら進めていきたいと考

えております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○中村委員 

資源向上支払交付金の中の③長寿命化のところ

なんですけど、三瓶だけゼロになってるんですけ

ど、この長寿命化というのは具体的にどんな事業

なんでしょうか。 

○兵頭農業水産課長 

資料の事業内容に簡単に記載させていただいて

るんですが、資源向上支払交付金の対象の事業で

して、地域資源、要するに農地、水路、農道等の
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資質向上を図る共同活動を支援するという中に長

寿命化の事業がございまして、農業用排水路、農

道補修等がこれに当たります。農道補修等となっ

てますので、そこらはまた地域に応じた中で検討

していただくということになると思いますが、た

またま三瓶の組織から要望がないのでゼロになっ

てるかと思います。 

○小玉班長 

ほかにございませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「畜産基盤施設再生支援事業」

について、兵頭課長の説明を求めます。 

○兵頭農業水産課長 

次に、成果報告書 52 ページ、畜産基盤施設再

生支援事業は、説明資料の５ページ目を御覧くだ

さい。 

当該事務事業は、畜産担い手が安定経営を持続

できる産地づくりを推進するため、畜産農家をは

じめとする地域の関係機関が連携する畜産クラス

ター協議会を通じて、既存施設の再生整備を支援

することにより、生産基盤の強化を図るものです。 

令和２年度の実績としては、県の認定を受けた

東宇和畜産クラスター及び伊賀上肉用牛クラスタ

ー協議会の計画により、地域の中心的経営体の収

益力向上を目指す取組として、既存施設の改修や

機械の導入を支援しました。 

今後も各関係機関との連携強化に努めながら、

事業推進による生産基盤の強化を図ってまいりま

す。 

以上で事業の説明を終わります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○小玉班長 

兵頭課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

それでは私から。これ今搾乳とかが大変で、肉

牛に転換されてる方おりますが、そういう人に対

して、この補助の適用はあるんでしょうか。 

○兵頭農業水産課長 

事業実施主体がクラスター協議会となりますの

で、そこに加入していただいていれば適用はでき

るとのことです。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「水産物供給基盤機能保全事業」

について、兵頭課長の説明を求めます。 

○兵頭農業水産課長 

次に、成果報告書 57 ページ、水産物供給基盤

機能保全事業は、説明資料の５ページ目を御覧く

ださい。 

当該事務事業は、市内の漁港施設 246カ所を事

前に調査し、調査結果をもとに保全計画書を作成

することで、施設の長寿命化及び更新コストの平

準化と縮減を図る事業となります。 

令和２年度の実績としては、三瓶漁港において

は、策定済みの保全計画に基づき、施設の機能低

下の著しい松崎岸壁の保全工事に伴う基本設計の

委託と、渡江漁港においては、漁港施設の機能診

断調査及び保全計画の策定委託を実施しました。

なお、三瓶漁港における松﨑岸壁保全の細部及び

実施設計委託業務については、令和２年度は前払

い金のみの支払いとなり、残りは令和３年度に繰

越しています。 

不用額の 2828万 5000円については、そのうち

の 2790 万円を令和３年度に繰越しており、先ほ

どの繰越しを行った三瓶漁港松崎岸壁保全の細部

及び実施設計委託業務については、今年度の６月

18 日に完了しており、実施設計後に予定してい

る松崎岸壁機能保全工事については、令和４年３

月 11日の完成を予定しています。 

今後も計画的に市内漁港施設の保全を図ってま

いります。 

以上で事業の説明を終わります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○小玉班長 

兵頭課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「漁協関係各種補助金事業」に

ついて、兵頭課長の説明を求めます。 
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○兵頭農業水産課長 

最後に、決算書の 208ページ、漁協関係各種補

助金事業のうち、西予市魚類養殖等特別支援事業

については、説明資料５ページに記載しておりま

すので御確認ください。 

当該支援事業は、台風、赤潮等の予測不能な自

然災害から養殖業者の経営を守るために加入する

共済制度に対し、加入経費の補助を行うものです

が、今回、新型コロナの影響により、魚類養殖に

おいては、出荷停滞による収入減やえさ代等の経

費の増加、また、真珠養殖においては、年度内の

真珠入札会が中止となり収入がなかったことから、

追加支援として、加入経費の４分の１以内、上限

額 100万円の補助規定を、加入経費の３分の２以

内、上限額 500 万円まで増額したものです。 

令和２年度の実績としては、明浜地区では、魚

類養殖業者４経営体、真珠養殖業者 10 経営体、

三瓶地区では、魚類養殖業者７経営体に対して補

助金を増額交付し、厳しい養殖経営に対する支援

を行いました。 

今年度も全国的に新型コロナ感染の影響が続い

ている状況ですので、引き続き養殖業者の状況を

注視しながら、必要に応じて対策を講じていきた

いと考えております。 

以上で事業の説明を終わります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○小玉班長 

兵頭課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○中村委員 

要望になりますけれども、相変わらず厳しい経

営状態が続いていると聞いております。本年度も

引き続きよろしくお願いしたらと思います。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○宇都宮副班長 

令和２年度の決算なんですけれども、真珠業者

に補助されてるということで、また 12 月あたり

に、今年度の真珠の市場があるんじゃないかなと

思うんですが、その見込みあたりはどんな感じに

なってるんでしょうか。 

○稲垣農業水産課長補佐 

先日発表があったんですけれども、例年 12 月

から２月にかけて真珠の入札会が行われるんです

けれども、今年度の 12 月の入札会は中止の方向

で決まったという報道がありました。うちにもそ

のような情報しか今のところ入っていないのが現

状でございます。 

○宇都宮副班長 

中村委員と同じなんですけれども、また引き続

き、今後の経過を見ていただいて、進めていって

いただいたらと思います。 

○二宮委員 

漁協関係なんですけども、明浜は県の漁協です

よね。で、三瓶は八幡浜ですよね。ということで、

県に変わったことで、何か業者の方に影響等があ

りましたら教えてください。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11時 28 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午前 11時 28 分） 

○兵頭農業水産課長 

今のところ特に影響はないと考えております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○兵頭委員 

この説明の中で事業実施主体が明浜でいくと、

真珠が 10 経営体、魚類が４経営体という報告で

すよね。ほかの方は受けてないということでよろ

しいんですか。 

○濵田農業水産課係長 

三瓶の魚類養殖業者なんですけど、８件あるう

ちの７件がやられてるということで、１件は陸上

養殖やられております。陸上養殖の施設につきま

しては、赤潮の養殖共済は該当になりません。明

浜地区の養殖業者、何件か差があるかと思います

けど、これは個人さんの考えで加入されてるとい

うことで入ってない方もおられます。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

これより採決を行います。 

お諮りします。 

認定第１号「令和２年度西予市一般会計歳入歳

出決算の認定について」農業水産課所管分につい

て、認定することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 
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○小玉班長 

挙手全員であります。当分科会としては原案ど

おり認定することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11時 30 分） 

 

【林業課】 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後０時 57分） 

次に、認定第１号「令和２年度西予市一般会計

歳入歳出決算の認定について」林業課所管分につ

いてを議題といたします。 

通告事業「森林整備担い手確保育成対策事業」

について、中城課長の説明を求めます。 

○中城林業課長 

それでは、認定第１号「令和２年度西予市一般

会計歳入歳出決算の認定について」林業課所管分

について、主要な施策の成果報告に基づきまして

事前に通告のありました事務事業を御説明させて

いただきます。 

成果報告書の 53 ページ、森林整備担い手確保

育成対策事業を御覧ください。 

当事業は、林業従事者の労働安全衛生の充実、

技術及び技能の向上、福利厚生の充実を図るため

に、事業費の３分の２の補助金を交付する事業で

ございます。 

令和２年度は、県認定林業事業体である４事業

者に対しまして、作業班等確保育成、林業労働安

全衛生推進、蜂アレルギー災害未然防止対策、高

度林業機械士育成促進の各事業に対しまして、

717万 7400円の補助金の交付により福利厚生の向

上を図り、森林整備の担い手の確保をすることが

できました。当年度は、新規就労者３名がござい

ました。 

今後でございますが、担い手のスキルアップの

ために、段階的な高度技能講習の受講による人材

育成、労働安全衛生の充実により、職場環境の向

上を図り、労働力の確保に努めてまいります。 

以上で説明を終わります。御審査のほどよろし

くお願いいたします。 

○小玉班長 

中城課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○山本委員 

３名の地域別はわかりますか。 

○中城林業課長 

まず３名の方の内訳なんですが、２名が森林組

合、１名が株式会社エフシーに就業されておりま

す。地区なんですが、森林組合に就業されました

方が１人が宇和高校生になりますが宇和の高校生、

もう１人が野村の 40 歳ぐらいの方になります。

株式会社エフシーには、保内町のほうから就業さ

れております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

○宇都宮副班長 

今ほどの説明で高度な技術の習得とかに努める

という説明いただいたと思うんですけれども、例

えば午前中にもかかってくるかなと思うんですけ

ど、新規で新卒の子が入るとか、そういった努力

みたいなことはどういうのをされてるんですか。 

○中城林業課長 

御質問は新規の方、どういうふうなアプローチ

をしとるかということですかね。 

組合等につきましては林業教室とか、そういっ

たことで宇和高校生を対象に林業学校みたいな体

験林業をされております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○二宮委員 

この認定林業事業体が行うということですけど

も、対象になるのは県が認定されている５事業体

ということでいいんですかね。 

○中城林業課長 

対象になりますのは、現在５事業体認定を受け

ておりますので対象になります。ただし令和２年

度につきましては４事業体が対象でやられてると

いうような状況でございます。 

○小玉班長 

ほかにございませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「有害鳥獣捕獲対策事業」につ

いて、中城課長の説明を求めます。 

○中城林業課長 

それでは成果報告書の 54 ページ、有害鳥獣捕

獲対策事業を御覧いただいたらと思います。 

当事業は、鳥獣による農林業への被害を軽減し

まして市内の農林業振興を図ることを目的として、
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鳥獣被害防止対策協議会で策定されております適

正な捕獲計画により、捕獲した有害鳥獣に対して

補助金を交付する事業でございます。平成 23 年

度に西予市有害鳥獣捕獲隊を結成し、市内の捕獲

隊組織の一本化を図り、有害鳥獣駆除を実施して

おります。 

令和２年度は、有害鳥獣捕獲奨励金といたしま

して、予察捕獲期間に捕獲隊により捕獲された有

害鳥獣に対し 2748 万 7300円を補助しております。

また、有害鳥獣捕獲檻導入補助金といたしまして、

有害鳥獣捕獲に必要な箱わな購入に要する経費に

対しまして、2万 5000円を上限として２分の１以

内の額を補助しております。実績は、箱わな

17 基に 34万 274円を補助しております。 

これらにより、イノシシの捕獲頭数が 2,486頭、

ニホンジカが 192頭の実績を上げ、有害鳥獣によ

る被害防止と農林業振興を図ることができました。 

今後についてですが、捕獲への支援により、農

林業の振興を図るとともに、平成 29 年度から実

施しています通年捕獲により捕獲圧を高め、有害

鳥獣の頭数削減につなげていきたいと考えており

ます。 

以上で説明を終わります。御審査のほどよろし

くお願いいたします。 

○小玉班長 

中城課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○山本委員 

捕獲わな等の有資格者はどのぐらい増えており

ますか。 

○中城林業課長 

資格取得の方なんですが、わな免許、銃の免許、

わな・銃の両方を持たれている方、それぞれおら

れます。町別で報告をさせていただきますが、宇

和町で捕獲隊員数が 55 人、野村町で 80 人、城川

町で 59 人、明浜町で 22 人、三瓶町で 30 人とな

っております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

○宇都宮副班長 

参考のために教えていただきたいんですけれど

も、これ農林作物の被害を軽減するというのが事

業目的になってるんですけど、最近民家のほうに

も結構出てきたり、町のほうに出てきたり、鳥獣

が来てると思うんですけど、そういう場合はどう

いう対策をされるんですか。 

○中城林業課長 

そういった場合には、有害鳥獣実施隊というの

が農業水産課所管でありまして、その隊員が追い

かけて山に戻すというような対応をとらせていた

だいております。実際のところ里山に出てきたも

のの捕獲というのはなかなかできない状態でござ

いまして、時間に余裕があるようでしたらまた捕

獲隊員の方にも要請をしながら駆除等も対応して

おります。 

○宇都宮副班長 

例えば町なかというか民間の方が相談していく

先というのは林業課になるんですか。 

○中城林業課長 

実際のところうちでも構いませんし、実施隊に

メンバーとして私と何人かおりますし、実際はそ

れを管理しておるのは農業水産課ではございます

が、農業水産課、林業課どちらでも大丈夫でござ

います。 

○小玉班長 

ほかにございませんか。 

○兵頭委員 

先ほどの説明で捕獲隊員が、宇和、野村それぞ

れ人数を教えていただいたんですが、鉄砲の保有

者というのが、高齢者の方が恐らくほとんど占め

てるのではないかと思うので、こういう捕獲隊の

方の年齢構成は恐らく高いと思うんですけど、今

後、恐らくまた高齢の方がどんどんやめていかれ

るということがあろうかと思いますので、その辺

の処置はどういうふうに考えておられますか。 

○中城林業課長 

実際のところ年齢別でいいましても 246人のう

ち、60 代以降の方が結構な割合でおられます。

70 代につきましては 91 人というように多いよう

な状況になっておりまして、その中で新規後継者

も育成をしていかなければならないわけなんです

が、なかなかそういったところに入っていただく

方は少ないのは少ないです。けど農業水産課で資

格取得の補助等もありますので、そちらで育成に

ついてはしていただいているというような状況で

ございます。 

○小玉班長 

ほかにありませんか。 

○中村委員 
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先般産業建設常任委員会で、三瓶４Ｈクラブさ

んとの意見交換会を行いました。その際に農業従

事者後継者の方から、この鳥獣被害の駆除につい

ては、もうちょっと積極的にやっていただけない

かなあみたいな要望が上がった。それからわなに

ついてはイノシシとかをとるわなをしかけるんだ

けれども、猫が何遍もかかると。逃がしても逃が

してもまた猫が入ってるみたいなことがあって、

非常に困ってるんだけれども、猫についてはなか

なか有害鳥獣でないために駆除ができないという

ような背景もあって、苦慮されておられるみたい

なことなんです。要望としてお伝えしておきます。 

○小玉班長 

ほかにありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「林道網整備事業」について、

中城課長の説明を求めます。 

○中城林業課長 

成果報告書は林道事業の繰越分６事業、現年度

分 15事業をまとめたものとなっております。 

林業の基盤となる路網整備により、路網密度の

向上と舗装による輸送コスト及び林道の維持管理

費の縮減を図り、森林整備の促進につなげること

を目的としております。 

配付させていただいております令和２年度林道

事業施工箇所位置図をあわせて御覧いただいたら

と思います。 

配付資料の赤丸の繰越事業は、継続事業ですの

で、令和２年度も実施している重複路線となりま

す。 

まず、令和元年度からの繰越事業ですが、林業

専用道ダイタン線開設事業、城川町野井川 214 メ

ートル、林業専用道横松線開設事業、野村町松渓

618 メートル、林業専用道タナヨコ線開設事業、

城川町野井川 566メートル、林業専用道南平佐須

線開設事業、城川町遊子谷 78 メートル、林道ダ

ネクサ２号線舗装事業、野村町高瀬 662メートル、

林道岩瀬戸線舗装事業、宇和町田野中 490 メート

ル、以上６事業が完了しております。 

令和２年度事業では、県単独林道整備事業とい

たしまして３路線ございますが、まず、林道宮野

浦線、明浜町宮野浦 126 メートル、林業専用道伊

勢井谷桜ケ峠線、野村町野村 48 メートル、林道

内小原線、宇和町小原 31 メートル、それから林

業専用道横松線開設事業、野村町松渓 350 メート

ル、林業専用道タナヨコ線開設事業、城川町野井

川 332メートル、林業専用道南平佐須線開設事業、

城川町遊子谷 28 メートル、林道雨包線舗装事業、

野村町惣川 222 メートル、林道東津野城川線舗装

事業、野村町大野ヶ原 171メートル、６事業８路

線が完成しております。 

また、林道小振鍵山線開設事業、野村町予子林

26 メートル、林道片川古谷支線開設事業、野村

町片川 32 メートル、林業専用道ダイタン線開設

事業、城川町野井川 549 メートル、林道オオノジ

支線開設事業、城川町野井川 92 メートル、林道

平野線開設事業、野村町惣川 169メートル、林道

大畑線舗装事業、野村町野村 726メートル、林道

ダネクサ２号線舗装事業、野村町高瀬 490 メート

ル、林道岩瀬戸線舗装事業、宇和町田野中 703 メ

ートルの８事業は、令和３年度に繰越しをいたし

まして、事業完了に向け進捗を図っているところ

でございます。そのほか負担金事業といたしまし

て、県営林道田之筋渓筋線開設負担金事業を実施

しております。 

以上の 15 事業、17 路線の整備により、適正な

森林管理が行われ、森林整備のコスト縮減と森林

施業の効率化が図られました。 

今後でございますが、林業の基盤となる路網整

備の推進により、森林施業の効率化を図り、森林

産業の活性化と森林資源の有効活用を図ってまい

りたいと思っております。 

以上で説明を終わります。御審査のほどよろし

くお願いいたします。 

○小玉班長 

中城課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

私からいいですか。新しく林道を開設するため

の手続等どこに申し込めばいいのかわかれば教え

ていただきたいと思います。 

○中城林業課長 

新規路線がありましたら、林業課の窓口に来て

相談をしていただいたら、そのあとの体制づくり

とかいうことの対応ができるかと思っております。 

○小玉班長 
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もう一つ、野村の財産区の深山の山ですが、平

成 30 年の災害で道路がずたずたになってるんで

すが、ああいうとこも補修というか、舗装とかの

補助対象になるんでしょうか。 

○中城林業課長 

深山路線なんですが、今回２路線は災害査定を

受けるようにしております。それでそのほかの分

につきましても市単独の補助事業の対象とはなり

ますので、またその都度言っていただいたら補修

はできるかと思います。 

○小玉班長 

もう一ついいですか。あれ、県の補助で舗装し

たりしたのがあるんですか、県の直接の補助みた

いなのはありますか。 

○中城林業課長 

舗装事業につきましては県の単独費というのは

ございません。大体国庫補助対象になります。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○中村委員 

今回の決算と直接関係がないんですけど、国道

378 号線の三瓶の南方面で、先日福島の手前が崖

崩れを起こして通行止めに１日ほどなりました。

これは県の管理ですので、市としてどうこうとい

うことではなくて、その裏側にあらパークのほう

でバイパスとして山側を迂回路が走っています。

そこの一部が林道ではないかと思っていまして、

車が離合できないぐらいの狭い幅員の道で、かつ

木が生い茂っていて、いざというときのバイパス

としてなかなか難儀やなあという地元の声があり

ますので、そこの整備について、命を守るという

と大げさなんですけど、南地区の住民の方の暮ら

しを何とかということがございますので、少し御

留意いただいたらということでよろしくお願いし

ます。 

○中城林業課長 

路線なんですが、あらパークの公園の中の分と

いうことで、うちにもその話は上がっておりまし

て、あそこは林道の維持管理の事業の分と公園整

備の事業の予算を持っておりますので、それを有

効活用して対応してもらうように支所にはお願い

しておりますので、そういうことで御理解をいた

だいたらと思います。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「間伐材出荷促進対策事業」に

ついて、中城課長の説明を求めます。 

○中城林業課長 

それでは 55 ページ、間伐材出荷促進対策事業

を御覧いただいたらと思います。 

当事業は、間伐事業に係る出荷者の負担軽減に

より、適切な森林整備の実施による森林の健全化

を図ることを目的としております。補助対象は、

市内民有林で、市内在住の森林所有者が４齢級以

上、16 年生以上となりますが、杉・ヒノキの間

伐を行い、指定市場に出荷した場合、１立方メー

トル当たり 800 円を乗じた金額を上限 30 万円で

交付する事業となっております。 

令和２年度は、間伐材出荷促進対策事業補助金

といたしまして、123 件に対し 1542 万 4400 円を

補助しております。また、補助申請に係る出荷材

積は 2 万 7450 立方メートルとなっております。

林家の負担軽減により、生産意欲の向上、森林整

備の促進が図られております。 

今後でございますが、本事業の継続により、間

伐事業の促進を図るとともに団地化による計画的

な森林整備の実施により、作業効率の向上とコス

ト縮減につなげていきたいと考えております。 

以上で説明を終わります。御審査のほどよろし

くお願いいたします。 

○小玉班長 

中城課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○山本委員 

申請は 28 件減ったんですけども出荷量が

4,103 立方メートル増えているということなんで

すけど、これは材が大きかったということで理解

しとっていいんですかね。 

○中城林業課長 

件数に対しまして材積が増えておりますので、

そういった見方ができるかと思います。 

○山本委員 

有効な間伐作業が実施できているということで

はあったんですが、世界的といったら大げさにな

るかもしれませんけど、近頃若干木材の値打ちも、

輸入量が減ったりというようなことで国産材の値
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打ちが上がってきているんじゃないのかというよ

うなうわさをちらっと聞いたりするんですが、そ

ういうような輸入減に対応して、国産材、県産材、

市産材の値段が上がったり、山の持ち主に影響が

あったりというようなことは具体的にはまだ見え

てはこない状況でしょうか。 

○中城林業課長 

木材価格の状況なんですが、昨年度のコロナ禍

の影響で、材の出荷が県内でもちょっと抑えられ

たような状況のところもありました。それに対し

て補助をしてカバーしたわけなんですが、木材価

格につきまして、その反動で、今年度に入って単

価は 1.5倍から２倍ぐらいの価格が上昇しており

ます。 

県それからそういった素材生産業者、製材業者

にも聞き取りをしておるわけなんですが、そうい

った中で見通しといたしましては、今年度中はも

うこのまま維持していって、徐々に下がってくる

のではないかというふうに見通しをしております。 

○二宮委員 

この事業自体ではないのかもしれないんですけ

ども、この間伐で材を出す、要するに仕事ですよ

ね、間伐する仕事自体は先ほど言った５事業体が

中心になるのかなと思ってるんですけれども、そ

れの認識はよろしいですかね。 

○中城林業課長 

基本的に西予市内の素材生産業者は５事業体が

主となってやっていただいております。あとは自

伐の方、小規模の方が出されておるような状況で

ございます。 

○二宮委員 

間伐をした後の管理なんですけれども、この事

業自体が、地滑りや倒木等の災害や水源涵養機能

の低下というふうなことはあるんですけれども、

ちょっと通ってみたときに、切り倒して残った材

があって、何か大雨降ったら落ちてきそうだなと

いうふうな、危ないような感じをしたところが何

カ所かあるんですけれども、こういう仕事の後の

何か点検とかみたいなのは市ではやっておられる

のでしょうか。 

○中城林業課長 

県が大体補助をとられとる分につきましては、

県への直接の補助申請となって県の検査がござい

ます。そんな中で、県も現場は見ておりますし、

市といたしましても平成 30 年災害の折に、そう

いった林内に残っております流木が災害の起因と

なっておるというところがございましたので、そ

ういうところは事業体には指導をしております。 

また、市が直接行っております災害を防止する

ために環境林整備というのを行っておりますが、

そういったものは林地残材を整理してやって、ち

ょっとモデル的にやっております。そういったや

り方がＯＫであればまたそういった方法を各事業

体にも伝えていきたいというふうに考えておりま

す。 

○二宮委員 

今ご説明のあった県の補助というのがほとんど

だと思うんですけれども、県の補助を受けた事業

については、ほとんどがそのあと、県の担当者が

見に行ってるという理解でいいんですかね。 

○中城林業課長 

県の検査といいましても抽出検査になりますの

で、全てが全て検査をされてるわけではございま

せん。 

○宇都宮副班長 

令和２年度の申請件数 123 件、令和元年度が

151 件ということなんですけど、申請された方は

全部できてるのか、繰越しというかもういっぱい

になってできませんよとかいうことがあるのか、

どれぐらいの割合なのか教えていただけたらなと

思います。 

○中城林業課長 

令和２年度につきまして申請していただいてい

る分につきましては全て補助金を交付しておりま

す。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「森林経営管理制度事業」につ

いて、中城課長の説明を求めます。 

○中城林業課長 

それでは成果報告書の 56 ページ、森林経営管

理制度事業を御覧いただいたらと思います。 

当事業は、森林環境譲与税を活用し、森林経営

管理法に基づき、適切な森林管理を推進していく

ために、森林所有者への意向調査や森林整備、ま

た、専門的な見地で森林産業を分析し、課題解決

や新たな取組の体制を確立し、森林産業全体の活
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性化を図る事業となっております。 

森林経営管理法に基づき実施しております令和

２年度の意向調査は 263 ヘクタール、121 人の森

林所有者に対しまして意向調査を行い、回答率は

43.8％、53 人の回答でございました。また、前

年度に行った意向調査をもとに、市へ委託の意向

のある採算が合わない森林について、森林管理権

集積計画を策定し、環境林整備 10.77 ヘクタール

を実施しております。 

次世代森林産業推進協議会において、森林産業

の成長産業化を推進するための合意形成を図り、

西予市民有林の森林資源を行い、森林現況に関す

る基礎データを構築し、森林施業及び林業施策に

対する情報整備も行っております。 

そのほかに、次世代森林産業体制整備事業補助

金といたしまして、新規就労者や自伐林家安全対

策への支援を行い、担い手の確保、育成に努めて

おります。 

今後でございますが、意向調査により市への委

託希望森林で採算が合わないものにつきましては、

環境林整備とし、林地荒廃や災害を未然に防ぐた

め森林整備を進めてまいります。また、次世代森

林産業推進協議会を継続的に開催し、西予市林業

の方針を定め、共通認識のもと、森林産業の推進

を図ってまいりたいと思っております。 

不用額の 898 万 5000 円について御説明をさせ

ていただきます。新型コロナウイルス感染症拡大

の影響を受けまして、協議会等の事業自粛による

もの、また、労働力確保のための新規就労等の補

助対象者が少なかったことが不用額の要因となっ

ております。 

以上で説明を終わります。御審査のほどよろし

くお願いいたします。 

○小玉班長 

中城課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○兵頭委員 

今ほどの報告の中で、宛名の不明が 13 件とい

うことがありますのと、未相続森林等の対策で、

国・県の動向を踏まえて実施していく必要である

という表現がどういう対策をとるという考えなん

でしょうか。未相続森林と相続の返事もない人に

対する対応は。 

○中城林業課長 

実際に未相続森林とか宛名が行き届かない件数

が結構ございまして、その対処方法として、林野

庁、国も問題視をしておるような状況でございま

す。 

そんな中で林野庁も強制力を持った要間伐森林

とかを指定して、そういうふうにすると、なかな

か手続上難しくてそういったところが進んでいな

いわけなんですが、問題としてはそういう課題が

ありますので、林野庁それから県が、それに対す

る対策を検討しておるということも聞いておりま

すので、それを見ながら市も対応をしていきたい

なというふうに考えております。 

この件につきましてはどうしても個人財産です

ので、市がどうこうするということができません

ので、今のところでは確認をするために税の管理

者を見させていただいておるような対応としてい

ます。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

○二宮委員 

財源の 4935万 8000 円というのが森林環境譲与

税ということだと思うんですけれども、ここに書

いてある政策推進のための森林コンサルタントを

活用しというふうにありますけれども、この

4935 万 8000 円のうちどのぐらいがコンサルタン

トに支払われた金額なのか、わかれば教えてほし

いんですけど。 

○中城林業課長 

森林コンサルタント委託業務なんですが、

4935 万 8829 円のうち、3730 万 6000 円がコンサ

ルタント委託業務に支払いをさせていただいてお

ります。ただしこの中には森林資源の解析業務と

いうのも入っております。解析費用につきまして

は大体 2000万円ぐらいかかっております。 

○二宮委員 

その中で、例えば市内の事業者とかに下請され

るとか、そういう部分というのはあるんですかね。 

○中城林業課長 

森林資源の解析業務につきましては、市内の業

者ではできる状態ではございません。林野庁がと

りました航空レーザーデータを解析する作業でご

ざいますので、特異な分野となって市内でできる

事業ではございません。 

○小玉班長 

ほかにございませんか。 
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暫時休憩を告げる。（休憩 午後１時 34 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後１時 37分） 

ほかに質疑はございませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「市産材木造住宅建設促進事業」

について、中城課長の説明を求めます。 

○中城林業課長 

それでは、56 ページ、市産材木造住宅建設促

進事業を御覧いただいたらと思います。 

当事業は、西予市産材を使用しまして木造住宅

の建設または購入を行う場合に、その経費の一部

を助成することにより、建設を促進し、西予市産

材の需要を喚起するとともに、関連する木材産業

及び建設産業等の振興を図り、西予市の林業の活

性化及び森林の健全化を目指す事業となっており

ます。 

床面積が 50 平方メートル以上の市内業者によ

り建設される在来軸組工法による木造住宅で、主

要部材に市産材が 70％以上使用されている場合、

使用した市産材の材積１立方メートルに対しまし

て 1万 2000 円を乗じた金額を上限 50万円で交付

する事業となっております。 

令和２年度は、市産材木造住宅建設促進事業費

補助金といたしまして、22件に対し 450立方メー

トルの市産材を使用し 602 万 8000 円を補助して

おります。国産材の需要の衰退により、木材の低

価格が依然として続いているため、本事業を実施

することにより西予市産材の需要促進が図られて

おります。 

今後も本事業の継続により、住宅建設の促進、

西予市産材の需要の増加にあわせて、関連する木

材産業及び市内の建築産業の活性化につなげてい

きたいと考えております。 

不用額の 364 万 8000 円について御説明させて

いただきます。令和２年度は、申請物件の年度内

完成ができなかったものや建て売り物件の年度内

販売が対象となるため補正ができなかったこと。

また、市産材を使用した木造建設件数が減少とな

ったことが不用額の原因となっております。 

以上で説明を終わります。御審査のほどよろし

くお願いいたします。 

○小玉班長 

中城課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○宇都宮副班長 

増えているということでよかったなと思うんで

すけれども、これ改めて確認なんですけど、家主

さんにお金は支払われるということで間違いない

ですかね。 

○中城林業課長 

申請者が家主さんになりますので、そちらへの

補助金の交付となっております。 

○宇都宮副班長 

ちょっと極端な話なんですけど、例えば市内業

者さんにも使ってもらったら幾らか出しますよみ

たいなことはここからは難しいんですか。 

○中城林業課長 

事業者への補助ということは目的が変わってき

ますので、一番は施主さんがこの西予市産材を使

ってほしいということで使うというふうな利用拡

大を図りたいと思っております。 

それから事業者には、こういった補助がござい

ますので活用をくださいということで文書、チラ

シを配布させていただいて、利用を促していると

いうような状況でございます。 

○宇都宮副班長 

十分理解したんですけれども、売る側からして

もいいことがあればアピールしやすいこともある

のかなと思うので、ちょっと目的は変わってくる

かもしれないんですけど、いろんな面から西予市

産材で家を建ててもらうということを進めていっ

ていただけたらなと思います。 

○中城林業課長 

ただいま御質問のありました件につきまして、

利用促進をしていく上では事業者の方が重要にな

ってくると思いますので、そういった方向もまた

検討はさせていただいたらと思います。 

○二宮委員 

令和元年度が 532 万 5000 円で、令和２年度は

602万 8000円ということですけれども、そもそも

のこの分だけの予算が幾らだったのかというのと、

もし予算を超えて申込みがあったときは、補正で

追加されてるのか、２点お伺いします。 

○中城林業課長 

令和２年度の予算が 1000 万円でございました。

それから今までで予算を超えてというようなこと
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は、この事業に関しましてはございませんので、

予算の範囲内で実施をしているというような状況

でございます。 

○小玉班長 

ほかにございませんか。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後１時 43 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後１時 45分） 

ほかに質疑はございませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「木材価格緊急対策事業」につ

いて、中城課長の説明を求めます。 

○中城林業課長 

それでは 101ページを御覧いただいたらと思い

ます。 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金を活用した木材価格緊急対策事業について御

説明をさせていただきます。 

事業内容でございますが、新型コロナウイルス

の影響を受け木材価格が市場で杉・ヒノキともに、

例年の同時期と比べて、１立方メートル当たりの

単価が 1,500円から 2,000円安価な現状となって

おりまして、搬出間伐を控える山林所有者が増え

て、適正な森林整備が行われないことや西予市産

材の流通量の減少となることから、山林所有者が

安心して市場に出荷できるように木材価格を緊急

的に保証しまして、搬出間伐の事業量の確保に努

めることを目的として実施をいたしました。 

内容といたしましては、４月から 10 月までの

７カ月間の指定市場に出荷された木材を対象に、

過去３年間の平均価格より立方メートル当たり

1,000 円以上の下落となった場合に、立方メート

ル当たり 1,500 円以内を補助しております。 

実績といたしましては、申請件数 69 件、出荷

材積 1 万 4043 立方メートルに対しまして、補助

金 1920万 8000 円を交付いたしました。 

当事業を実施したことにより、市内の木材の安

定供給がなされ、市内の森林産業の停滞を回避す

ることができ、例年並みの素材生産を確保するこ

とができました。 

以上で、認定第１号「令和２年度西予市一般会

計歳入歳出決算の認定について」林業課所管分の

説明を終わります。御審査のほどよろしくお願い

いたします。 

○小玉班長 

中城課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○兵頭委員 

私が丸つけておりますので、これ今の説明で大

概わかりましたので結構です。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

これより採決を行います。 

お諮りします。 

認定第１号「令和２年度西予市一般会計歳入歳

出決算の認定について」林業課所管分について、

認定することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○小玉班長 

挙手全員であります。当分科会としては原案ど

おり認定することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後１時 48 分） 

 

【建設部】 

【建設課】 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後１時 59分） 

次に、三瀬建設部長より挨拶をお願いします。 

○三瀬建設部長 

挨拶を行う。 

○小玉班長 

次に、認定第１号「令和２年度西予市一般会計

歳入歳出決算の認定について」建設課所管分につ

いてを議題といたします。 

まず、歳入について三瀨課長の説明を求めます。 

○三瀨建設課長 

それでは、認定第１号「令和２年度西予市一般

会計歳入歳出決算の認定について」建設課所管分

の歳入について御説明いたします。 

まず、公営住宅の家賃収入について御説明いた

します。 

令和２年度末の公営住宅の管理戸数は、公営住

宅が 745 戸、市営単独住宅が 99 戸、特別公共賃

貸住宅 14戸の計 858戸を管理しております。 
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家賃収入の状況といたしましては、現年の家賃

について御説明いたしますと、公営住宅は調定額

1億 1743万 1000円に対し、収入額は 1億 1481万

4580円で、収納率は 97.77％です。続いて、市単

独住宅は調定額 1592万 4700 円に対し、収入済額

は 1592 万 4700 円、収納率は 100％でございます。

次に、特定公共賃貸住宅は調定額 406 万 6800 円

に対し、収入済額は 406万 6800円、100％でござ

います。ちなみに愛媛県内 11 市の公営住宅家賃

の平均収納率は 97.71％、令和２年度西予市は５

番目でございます。 

続いて、過年度分の家賃でございますが、公営

住宅は調定額 2633 万 5591円に対し、収納済額は

145 万 7600 円で、収納率は 5.53％です。市単独

住宅は調定額 76万 4700 円に対し収入済みはゼロ

です。特定公共賃貸住宅は調定額が 6 万 5000 円

に対し、収入済みは 6万 5000円、収納率 100％で

ございます。調定額には合併以前の旧町時代の未

納額も含まれておりますことから、退去者が既に

亡くなっている方もございまして徴収率が伸びな

い現状でございます。 

続きまして、市道占用料について御説明いたし

ます。 

令和２年度の道路占用料は申請件数が 186 件、

調定額が 737万 3599円に対し、収入済額は 735万

5961円、収納率は 99.76％でございます。 

続いて、港湾施設使用料について、令和２年度

の港湾占用料については申請件数が９件、調定額

4,629 円に対し、収入済額も同じく 4,629 円、

100％でございます。 

続いて、港湾使用料につきましては、申請件数

が 21 件、調定額 26 万 7483 円に対し、収入済額

も同額であります 26 万 7483 円、100％の収納率

でございます。未収額はございません。 

以上で建設課所管分の歳入についての御説明を

終わります。御審査のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○小玉班長 

三瀨課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「木造住宅耐震化促進事業」に

ついて三瀨課長の説明を求めます。 

○三瀨建設課長 

それでは次に、決算書並びに主要な施策の成果

報告書に基づき、事前に通告がございました建設

課所管の事務事業について、順に御説明させてい

ただきます。 

成果報告書 53 ページになります、木造住宅耐

震化促進事業であります。決算書は 237ページで

ございます。 

本事業は、市内に所在する昭和 56 年５月 31日

以前に着工され、階数が２階以下、面積が 500 平

方メートル以下の木造戸建住宅の耐震化を図り、

安全・安心な住環境への改善を図るものでござい

ます。耐震診断補助におきましては、愛媛県木造

住宅耐震診断事務所の登録を受けた建築士事務所

に当該住宅の耐震診断を委託した際に、補助対象

経費の３分の２以内で、上限といたしまして 2 万

円の補助をしておるところでございます。また、

平成 28 年度からは耐震診断技術者派遣委託事業

も行っております。 

これらの耐震診断の結果、補強が必要との評価

を受けた木造住宅において、補助対象経費の範囲

内で最高額 114 万円の耐震改修補助金を交付して

おるところでございます。耐震改修工事の際には、

耐震診断を行った建築士が改修工事の現場監理に

つくことが条件とされ、施工業者も建設業許可を

有し愛媛県木造住宅耐震改修工事の登録業者が行

うように規定してあるところでございます。 

なお、本事業の推進におきましては、例年、各

行政区の区長さんに事前に周知していただき、建

設課の職員が割当ての行政区の個別訪問を行って

おります。耐震診断改修工事を説明することで市

民の意識づけを図っているところでございます。

しかしながら令和２年度におきましては、城川町

土居地区で予定しておりましたが、御存じのとお

りコロナ禍の感染防止措置ということで、チラシ

配布で周知を行ったところでございます。 

事業の評価といたしましては、令和２年度は令

和元年度とあまり変わらない状況で、やはり平成

30 年７月豪雨災害の関係で、施工業者の手持ち

工事、復旧工事が継続しておりましたので申請件

数が伸び悩んでおります。ただし、電話での問合

せなど耐震診断改修を望む声は徐々に増えてきて

おりますので、今後申請件数は増加するものと考

えております。 
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ちなみに実績でございますが、耐震診断で 2万

円の補助の実績は昨年度はゼロ件でした。耐震診

断の技術者派遣で令和２年度は 10 件の診断を行

っております。そして、耐震改修工事の実績でご

ざいますが、令和２年度は６件補助を出している

ところでございます。明浜１件、野村２件、三瓶

が３件でございます。114 万円の補助額の分が５

件、それとちょっと少ないんですけど 113 万

2000 円の分が１件ございまして、683 万 2000 円

の補助を出しているところでございます。 

なお、成果報告書のところに不用額 530 万

4666 円ということで残っておるわけでございま

すが、御存じのようにこの事業は国庫補助事業も

絡んでおりますので、募集期間が今年は１月

31 日まで募集しておりましたので、３月補正で

予算調整、減額処理ができない時期でございまし

たので、530 万円は不用減として処理をさせてい

ただきました。 

令和２年度の周知地区でございますが、城川町

土居地区で 351 軒分パンフレットを配布しており

ます。 

なお、令和３年度の予算といたしましては、耐

震診断の技術者派遣を 20 件分 102 万円、耐震改

修工事費 114万円の補助を９件分、そして診断補

助金 2 万円の分を４件等、合計 1157万 7000円を

予算計上しております。 

以上、御説明とさせていただきます。御審査の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

○小玉班長 

三瀨課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○二宮委員 

今御説明があった施工業者は市内に何件あるん

でしょうか。 

○三瀨建設課長 

愛媛県に登録してある施工業者でございますが、

現在９件ございます。城川町が４件、宇和町が３

件、野村町が２件、合計９件ございます。 

○宇都宮副班長 

耐震の診断と改修の工事とっていうのは、診断

を受けたら何年かうちに必ず改修もしなさいよと

いう流れなんですか。 

○三瀨建設課長 

耐震診断を受けて、それで点数が足らなく補強

の必要があるということで判断された場合に、改

修工事の補助の対象になるということでございま

す。絶対しなさいよというのはお金が絡みますの

で、そこは診断の結果、ちゃんとした県の指定建

築士が診断してこうなりましたよという結果を県

に確認してもらって国庫補助にのせることができ

るという流れでございます。 

○宇都宮副班長 

今まで平成 18 年からされてるのでずっとは難

しいかもしれないんですけど、例えば令和元年と

か２年とかでしたら、診断して該当にならなかっ

た方というのはこの数字で出てきてる差の分が改

修されてないということでいいんですか。 

○三瀨建設課長 

診断の結果、駄目だったというのは資料では残

っておりません。診断結果で補強の必要があると

いう件数につきましては、平成 28 年度が９件、

平成 29 年度はなかったんですけど、平成 30 年度

に１件、そして令和元年度に３件という診断の件

数は把握しておりますが、補強の必要があるとい

うことで、補助もらってでももうちょっと考えて

みますと言って断念された件数は申し訳ございま

せんが把握しておりません。 

○二宮委員 

実績評価の文章の中に、豪雨災害があって手持

ち工事が多いので、なかなか進んでなくて、でも

ニーズはあるということで今後増加するだろうと

いう書き方だと思うんですけれども、これ先ほど

の宇都宮副班長の質問と似てるんですけど、要は、

診断は受けてるけどまだ工事までいってない人が

待ってる状況が、施工業者の工事が多いのででき

てないということでいいんですか。診断を受けて

る人がいて、したいけども業者の仕事が多いので

実際にできてないという理解でいいんですかね。

ここの書き方というのは。 

○三瀨建設課長 

この文面を読みますとそのような感じでござい

ますが、実際業者も、今だったらどうやろうと、

まずうちの担当に御相談に来られまして、それで

診断の補助を受ける受けないの御判断をされるわ

けでございますけど、そのときに、診断を受けて

もすぐにどうだろう業者さん空いとろうかなとい

うような相談も一緒に受ける場合があるんですけ

ど、そのときに、今は修繕のほうで手いっぱいで

無理かもしれませんというようなことも、うちの
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担当から申し上げておる可能性もありますし、実

際そこら辺は、施主の方もつかんでおられて、ゆ

くゆくは相談したいんだがというようなことで来

られる場合もございました。ですが、その結果、

どっちがどっちかというのはなかなか判断に苦し

むところでございます。申し訳ございません。 

○二宮委員 

診断を受けた方には、さっき言われた施工でき

る９業者のことはお知らせをしてるということで

すよね。 

○三瀨建設課長 

先ほど申し上げました施工業者でございますが、

これは診断の段階ででも、やってもらえるのはこ

こに登録されておられる方ですよということで、

城川４者、宇和３者、野村２者ということでそこ

はお伝えしているところでございます。 

○宇都宮副班長 

事業内容のやり方、手順のところに、県内全市

町が同補助を行い耐震化率を向上させるというこ

となんですけど、西予市内の耐震化率って大体ど

れぐらいで、どれぐらいが県内の平均でという数

字を教えていただけたらと思うんですけれども。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後２時 18 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後２時 21分） 

○三瀨建設課長 

県内の耐震化率並びに市内の耐震化率について

は今すぐにデータがそろいませんので、後ほどま

た御返事させてもらいたいと思います。よろしく

お願いします。 

○小玉班長 

それでは後ほどお願いします。 

ほかに質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「駅前エリア整備事業」につい

て三瀨課長の説明を求めます。 

○三瀨建設課長 

それでは、成果報告書 81 ページでございます。 

駅前エリア整備事業でございますが、決算書

127ページをよろしくお願いいたします。 

事業概要といたしましては、本事業は、ＪＲ卯

之町駅、商店街、重伝建地区に、人の流れがつな

がり、循環し続けるはちのじまちづくり計画を立

てて、官民連携による施設等の整備と新たなまち

づくりの体制をつくることで、卯之町地区ににぎ

わいと経済の循環をもたらすことを目的とする市

街地整備事業でございます。 

この事業の推進につきましては、まちづくり推

進課を主体として財政課、総務課、経済振興課、

生涯学習課、建設課による西予市官民連携支援事

業推進チームを編成し、その中で建設課は、この

事業に係る補助事業の窓口、都市計画との整合、

調整、そして道路整備の計画及び工事の執行を担

っておるところでございます。 

令和２年度におきましては、駅前エリア整備事

業におきまして、駅前広場雨水暗渠排水路整備工

事を実施しております。決算額といたしましては

2119 万円でございます。これにより、市役所か

ら複合施設ゆるりあん裏までの雨水排水路

68.1 メートルを整備いたしました。また続けて、

まちづくりサービスが国道 56 号交差点までの排

水路整備を行っておりまして、駅前広場周辺を一

連の都市下水路として整備したところでございま

す。資料をつけておりますので御覧いただいたら

と思います。 

以上、御説明とさせていただきます。御審査の

ほどよろしくお願いいたします。 

○小玉班長 

三瀨課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○兵頭委員 

駅前エリア整備事業という名称で、私はまちづ

くりとの関係が非常にわかりにくかったので、ど

ういう流れなのかというのを聞きたかったんです

けど、添付資料で、裏のほうが建設課所管、駅前

がまちづくりという仕分でやったという考えでい

いんですよね。 

○三瀨建設課長 

まちづくりの所管は主にＰＦＩ事業でございま

す。そして駅前事業といいますのは、建設課で予

算化させてもらっておる分で、例えば、文化会館

前から右に折れて国道 56 号へつながる 212 号線

の道路拡幅とか、用地買収、そして今回は、この

図面にありますように、ＰＦＩの対象外のところ、

保健センターの線路側のところの単費で西予市が

やるべき 68.1 メーター、この分が、建設課が受
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け持ったという流れでございます。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後２時 25 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後２時 27分） 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「野村地区都市再生整備計画事

業」について、三瀨課長の説明を求めます。 

○三瀨建設課長 

続いて、82 ページでございます。 

野村地区都市再生整備計画事業でありますが、

決算書は 235ページでございます。 

本事業は、平成 30 年７月豪雨により被災した

野村町中心部において、復興まちづくり計画等に

掲げた施策を推進するための事業でございます。

野村支所周辺や商店街、河川沿いの整備をするこ

とにより、まちのにぎわいの創出を図り、安全で

快適な住みよい環境づくり、便利な魅力あるまち

づくりを目的とする市街地整備事業でございます。 

この事業の推進につきましては、野村支所及び

復興支援課、野村教育課と連携し、建設課はこの

事業に係る補助事業の窓口、都市計画との整合、

調整、施設整備の計画及び工事執行を担っている

ところでございます。 

令和２年度の実績といたしましては、野村中心

部の整備構想を検討し、野村地区都市再生整備計

画の策定を行っております。決算額は委託料の

503万 8000円でございます。資料をお送りしてお

りますので、また御覧ください。事業対象区域は、

国道 441号から肱川までの野村中心部とその対岸、

赤い線で囲まれた区域 21.9 ヘクタールでござい

ます。事業年度は、今年度、令和３年度から令和

７年度までの５カ年間、全体事業費が 32 億

8500 万円でございます。補助率は対象事業費の

48.6％でございます。 

この計画に基づき、国の補助事業を活用し、本

年度から、道路改良工事では、市道昭和線、野村

支所から三島橋までの区間でございますが、添付

の資料には、写真と線形を赤で入れておるところ

でございます。昭和線、野村支所から三島橋まで

両側歩道つきの２車線改良、用地買収の範囲につ

いては、測量業務に着手するということで計画し

ております。そして、市道徳城線、これは昭和線

の交差点から北へ乙亥会館のほうへ向いていく分

でございます。ここも計画では歩道が両方になっ

ておりますが、これは片側になる可能性もござい

ます。そして市道山王線、これは肱川左岸の三島

橋から上流へ向けての河川管理道路でございます。

なお、ここは県の河川改修工事引き提の動向によ

りまして、それに合わせて設計をしていかないけ

んかと考えているところでございます。 

また、施設では、乙亥会館付近の交流広場、こ

れは用地交渉を進めて土地を購入する予定でおり

ます。そして、野村交番の下でございますが、旧

野村トレーニングセンター跡地付近のレクリエー

ション広場の設計でございます。ちょうどこの野

村交番の下に、昔グラウンドと言っておったんで

すけど、今は県の所有地であります操典場という

名称になっておりますが、そこの広場の用地交渉

を行うように今計画しておるところでございます。

これらを順に行っていって、令和７年度完成目標

に順次着工するという、整備するという計画でご

ざいます。 

事業推進におきましては何かとお力添えをいた

だくことがあるかと思いますが、御指導、御協力

をお願いいたしたいと思います。 

概要書にございますように、平面図の上に水色

で旗振ったような説明書きがございます。一番上

の分が、氏宮川から降りたところで親水広場、こ

れは具体的には県の工事になろうかと思います。

それとあと、駐車場整備ということで、これも令

和３年度に設計をする予定でございます。続いて、

交流広場、これも設計、用地買収を考えておりま

す。その下が市道徳城線、乙亥会館までの路線で

ございます。その下が令和３年度の事業として昭

和線の位置でございます。そして、地域生活基盤

ということで、支所の跡地については、駐車場を

整備するという予定におります。そして、今度の

野村支所につきましては、当初予算の説明でも申

し上げましたが、３階部分の会議室のところを地

域交流センターというところの補助をいただくよ

うになるかと思います。そして、市道新町支線と

いうのがありますが、これも野村支所の建設予定

地から南側のフジマート側に抜けれる、ショート

カットできるように道整備ができればなというこ

とで計画を上げているところでございます。あと

は、先ほど申しましたレクリエーション公園広場、
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そして山王線の道路設計と工事ということで、正

式には野村地区都市構造再編集中支援事業という

ことで計画を上げておるところでございます。 

以上でございます。 

○小玉班長 

三瀨課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○兵頭委員 

今年度は用地測量という予算を使われておるん

ですけど、実際問題、私もまちづくりに入りまし

て、皆さんの意見を聞いてるんですけど、今の計

画では、いろんな広場のところに緑地広場が相当

入ってる計画になっております。緑地広場をつく

るのはいいんですけど、あと誰が管理するのとい

うことになると宙に浮いたままになってる。これ

はつくったのはいいけど後というのが問題になる

と思うので、もう令和７年には供用開始になるの

で、この件をある程度めどを立てなければならな

いのかなと思っておりますが、行政としてはそこ

ら辺どういうふうに考えられておりますか。 

○三瀨建設課長 

おっしゃるとおりでございます。広場をつくっ

てもあとの維持管理、樹木があれば剪定をしない

といけないし、芝生があれば草引きとかいろいろ

あるかと存じます。御指摘のとおり、一番は、緑

地広場、また都市公園とか、そういうところで使

ってもらう方に管理をしてもらうというのが理想

の姿ではございますが、なかなか今まで、まだそ

こまでは詰めた話ができていない状況でございま

す。実際交流広場ということになってもなかなか、

どういう利用体系でいくのか、そこも愛媛大学の

松村先生はじめワークショップを野村で開催させ

てもらっておるところでございますが、そこの中

で意見を抽出しながら整理して、今後の維持管理

に努めていきたいと思いますし、また何もかも市

で管理せよと言われるとなかなかこれもきついと

ころがございますので、これから、ワークショッ

プを中心に使う人たちで何とか維持管理していこ

うという流れで持っていきたいと思っておるとこ

ろでございます。答えにはなりませんが申し訳ご

ざいません。 

○山本委員 

令和７年度から供用開始ということですけど、

これは計画になっているヘリポートも含めて完成

ということで理解しとっていいですかね。 

○三瀨建設課長 

令和３、４、５、６、７年の５カ年間で整備す

るという流れでございますので、供用開始はもし

かしたら令和８年度になるか、それまでに広場が

でき上がれば供用開始が部分的に始まるかもしれ

ませんが、この５年間で仕上げていくような計画

でおります。 

○二宮委員 

市道昭和線の整備ですけども、一番これが本当

中心の道路になるので、広がるのを期待してるん

ですけど、今から買収のところの設計という説明

だったんですが、この図面というか、計画という

か、これは地域の人に見せておられるのか、ある

程度その買収地域の理解は得られておるのかお伺

いをいたします。 

○三瀨建設課長 

ただいまの御質問、この赤い線形が旧野村支所

よりということで食い込んでおりますが、このポ

ンチ絵でございまして、これはあくまでも 32 億

円の大事業、５年間の事業を何とか認定してもら

うための計画の段階でございまして、このように

しますということは地元説明も何もまだ行ってい

ないところでございます。 

それと、今回、今年度の予算でこの幅員、今の

計画では両サイド３メーターの歩道を含めて

13 メーターの幅員になっております。それが、

今度農協の野村支所も野村支所の新しい庁舎に入

っていただくということで、ここも除却して、あ

と、残り後ろに何かセットバックされるとか、い

ろいろそういう土地利用もあるかもしれませんが、

実際ここについてはずっと今年度測量していって、

道路がどこまできそうなとか、ここの土地はどこ

までが買収の範囲になりますよというような具体

的な測量成果ができてから地元に御相談に行こう

かという流れでございます。まだ地元にはまだ下

ろしていない状況でございます。 

○小玉班長 

ほかにございませんか。 

○中村委員 

全体事業費 32億 8500万円で、国費の交付対象

が 22億 5500万円というふうにデータがなってる

んですけど、この交付対象になるならないの仕分

というのはどこら辺にあるんですかね。概念とし

て大ざっぱなことで教えていただければと思いま
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す。国費の交付対象から外れるのは何でかなって

単純にそう思っただけなんよ。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後２時 41 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後２時 43分） 

○三瀨建設課長 

先ほど野村地区都市構造再編集中支援事業の全

体事業費 32億 8500万円と交付対象事業費の 22億

5500 万円、その差額についてはという御質問で

ございますが、添付の資料の最後のページにござ

いますように、高次都市ということで、地域交流

センター３階というところで、今着工したての野

村支所の建設工事でございますが、そこの部分の

全体工事もこの 32 億円の中に含まれているとこ

ろでございます。 

しかしながら、そこの補助対象ということでご

ざいますと、その資料最後のページでございます

ように、地域交流センター３階というメニューで

ございまして、その支所の３階部分の大会議室、

倉庫、小会議室、ランチルームとかの共用部分、

青で着色させてもらっておりますが、そこの部分

が今回のこの都市構造再編集中支援事業の補助対

象になるというとこでございますので、２階と１

階部分については、全体工事費としては計上され

ておりますが補助対象としては外されているとい

うところでございます。 

○小玉班長 

ほかにございませんか。 

○宇都宮副班長 

令和２年度決算というわけではなくて、これ全

体的な事業を説明していただきましたので、それ

での要望というか意見というか、全然事業内容は

違うんですけど、先ほどあった駅前の事業が何だ

かこうちらつくような雰囲気がするんですよ。今

ほど説明があったようにまだ住民の方にも説明は

してないということで、大学の先生もいいですけ

ど、地元の方の意見がきちんと通るような進め方

をしていっていただいて、これまだ地元の方説明

もしてないということで、計画の段階がひとり歩

きせんように、地元の方がきちんと納得してみん

なで一緒に進めていこうやということができるよ

うに進めていっていただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「公営住宅管理事業」について

三瀨課長の説明を求めます。 

○三瀨建設課長 

続きまして、83ページをお開きください。 

公営住宅管理事業でございます。決算書は

237ページになります。 

公営住宅法では、住宅に困窮する者に対し低廉

な家賃で住宅を供給することで、入居者の生活の

安全と社会福祉に寄与することを目的としており

ます。 

現在、西予市では、公営住宅 769戸、市営単独

住宅 99 戸、特別公共賃貸住宅 14 戸の計 882 戸を

管理しております。 

本事業は市内の公営住宅の維持管理、経常修繕

を実施することで、住宅の安全性、快適性を確保

し、入居者へ安全な住環境を提供することを目的

としております。 

令和２年度におきましても、浄化槽法定点検、

貯水槽の清掃、消防設備点検、樹木剪定の委託な

どの定期点検や経常修繕を行い、規模としてやや

大きな維持修繕につきましては、明浜地区の狩浜

浜組団地の合併浄化槽の施設整備工事が 356万円、

城川支所が管理しております古市第２団地の屋根

の修繕工事 73 万 5000円などが大きいものでは修

繕にかかっておるところでございます。 

公営住宅には、老朽化が進んでいる住宅、耐震

強度が不足している住宅がございまして、西予市

公営住宅等長寿命化計画をもとにそれらの住宅の

用途廃止や計画的な建て替えを進めていく予定で

ございます。長寿命化計画で維持修繕を行ってい

く住宅につきましても修繕が必要な住宅も多数ご

ざいます。修繕に関しては予見することが難しい

ところでありますが、暮らしやすい環境を維持で

きるように適正な維持管理に努めてまいりたいと

思います。 

ちなみに修繕の実績でございますが、令和２年

度におきまして、明浜・宇和・野村・城川・三瓶

全部合わせますと 273件の修繕件数がございます。

旧町単位で大体 50 件から 60 件、宇和では 70 件

を超えてますが、それだけ古い住宅についてはち

ょこちょこ修繕がかかっております。金額的に言
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いますと、修繕料 1902 万 5000 円、例年、このよ

うに 1500万円から 2000 万円弱ぐらいここ３年ほ

どかかっておるようでございます。 

以上、御説明とさせていただきます。御審査の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

○小玉班長 

三瀨課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後２時 50 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後３時 02分） 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「災害公営住宅整備事業」につ

いて、三瀨課長の説明を求めます。 

○三瀨建設課長 

次に 84 ページ、災害公営住宅整備事業でござ

います。決算書は 237 ページでございます。 

本事業は、平成 30 年７月豪雨災害において、

住宅が全壊となった世帯を対象に災害公営住宅を

整備することで、安定した住環境を提供すること

を目的としております。災害公営住宅の整備概要

は野村町野村６号、太田団地のところでございま

すが、ここに木造戸建住宅を 17戸、野村 12号、

これは野村中央団地でございまして消防野村支署

の裏手の西側になるところでございます、ここに

鉄筋コンクリート造２階建て、３棟 24 戸を建設

しております。 

令和２年度の実績といたしましては、建築確認

申請手数料とか、あと木造の太田団地につきまし

ては住宅性能評価という審査がございまして、そ

れらの審査手数料、工事の監理委託料、地質調査、

そして工事請負費といたしましては、太田地区の

木造住宅の 10 契約、７業者で 10 契約やっておる

ところでございますが、そこの工事代金の精算払

い、そして、野村中央団地の３棟、これは９契約

になります。建築、電気、機械設備それぞれの分

離発注で市内の業者に受けてもらったので、３棟

掛ける３業種ということで９つの契約になってお

ります。そこの部分の前払い金の支払いをしてい

るところでございます。執行総額は、工事請負金

も全部含めまして、6 億 4675 万 9360 円でござい

ます。 

なお、令和３年度の事業執行につきましては、

中央団地３棟分の確認申請の完成検査手数料、中

央団地の舗装工事を支出しておるところでござい

ます。また、中央団地の新築工事におきましては、

工事監理料と工事請負契約の９つの契約の精算払

い、総額で 3億 3031万 3000 円の予算執行を行っ

ておりまして、現在全て完了しておるところでご

ざいます。 

続きまして、災害公営住宅の入居状況でござい

ますが、太田団地が 17 戸中 13戸入居されており

ます。そして野村中央団地が 24戸中 20戸、これ

でそれぞれの団地４戸ずつ空き家がございました

が、７月 20 日発行の広報せいよをはじめ、いろ

いろ市内全町に周知をいたしまして一般募集を行

っておるところでございます。現在４戸ほど入居

の申込みがありまして、今後も引き続き入居募集

を続けておるところでございますが、４月中旬に

もほかに３件ほどの問合せがあったようでござい

ます。実際の受付は野村支所で対応しております。

ですから、随時募集を受けて早く満杯にしたいな

というところでそのように考えておるところでご

ざいます。 

以上、御説明とさせていただきます。御審査の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

○小玉班長 

三瀨課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

私からですが、災害復興住宅なので、私が聞き

及んだところによりますと、５年間かけて通常の

家賃に上げるということですが、構わなかったら

その金額を教えていただいたらと思います。戸建

は広さによって違うと思いますので、消防署裏の

24 戸建て、あそこほぼ一緒かな、あそこの２種

類あるので構わなかったら、１年目はゼロで５年

目は幾らとかいうふうにお願いします。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後３時 08 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後３時 10分） 

○三瀨建設課長 

それでは公営住宅の家賃の激変緩和措置という

ことで５段階に分けての家賃減免を行っている状
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況について、平均的な家賃について御説明申し上

げます。 

２ＤＫの分が、70 平米以下でございますが、

ここの分が月額家賃 1 万 7500 円の例をとります

と、１年目が６分の１、２年目が６分の２ですか

ら３分の１、３年目が６分の３ですから２分の１

というふうに５年間でだんだん階段を上っていく

ように家賃が上昇していくわけでございます。し

たがいまして 1 万 7500 円の２ＤＫにつきまして

は、１年目の家賃が 2,900円、月額家賃です。２

年目が 5,800 円、３年目が 8,700 円、４年目が

1万 1600円、そして５年目が 1万 4500円となり、

６年目からもともとの家賃の額の 1 万 7500 円に

なるというところでございます。 

続きまして、３ＤＫ、ちょっと大きめの分でご

ざいますが、この分が、基準月額が 2 万 1800 円

の分につきますと１年目が 3,600 円、２年目が

7,200 円、３年目が 1 万 900 円、４年目が 1 万

4500 円、そして最後５年目が６分の５というこ

とで 1 万 8100 円ということで、６年目は 2 万

1800 円の満額ということになるわけでございま

す。１年ずつ階段上がりますが、全体の５年間平

均でいきますと半額になるわけでございます。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「住宅リフォーム事業」につい

て、三瀨課長の説明を求めます。 

○三瀨建設課長 

それでは続きまして、成果報告書 87 ページ、

住宅リフォーム事業でございます。決算書は同じ

く 237 ページでございます。 

本事業は住宅の老朽劣化箇所の修繕工事、設備

等の更新により、市民の安全・安心な生活に貢献

するとともに、市内の住宅関連産業を中心とした

市内業者への発注機会の増加、経済活性化を図る

ことを目的とした事業でございます。 

補助要件といたしましては、市内に住民登録を

有し、住居の所有者が市内業者を利用してリフォ

ーム、そしてまた増改築工事を実施する際に、補

助対象額 20万円以上、１件の工事が 20 万円以上

の工事であり、工事費の 20％、20 万円を上限と

して補助する事業でございます。また、工事の内

外装仕上げ材として、板材を市産材を利用した場

合につきましては、最大で 5 万円までの加算がで

きるということになっております。 

令和２年度につきましては、当初予算の 600万

円を計上しておりましたが、抽せん会時点では予

定の倍以上の応募がございました。それで、抽せ

ん会の後に補正予算を要求したところ、実績とし

ては53件、補助額の合計といたしましては972万

3000 円の実績となっておるところでございます。

なお、この補助金によりもたらされた総事業費が

9819万 7783円ということで、10.6倍の経済効果

をもたらしたことになっております。 

なお、令和３年度につきましては、昨年度の当

初予算の予算レベルで一律カットということで、

なかなか厳しいところがございまして、今年も

570 万円計上させてもらっております。ですが依

然として人気が高く、申込み件数が 78 件に対し、

抽せん会の実施の結果、補助金を交付できたのは

半数以下の 30 件でございまして、交付金額は

562万円でございます。本事業は、平成 25年から

今年でちょうど９年目になります。市の単独予算

での補助ということで行ってきましたが、国や県

の補助なしで起債の対象にもならない補助金交付

ということでございまして、市の財政上非常に厳

しいものではございますが、事業の継続の要望は

大きいと判断しておるところでございます。 

以上、御説明とさせていただきます。御審議の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

○小玉班長 

三瀨課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○兵頭委員 

例年、予算立ててるわけですけど、応募者が多

くて、追加でまた補正を組んだという、例年そう

いう話をよく聞きますが、今年はその話があるの

かないのかまずお聞きしたいと思います。 

○三瀨建設課長 

今回補助として出せなかった方に対しての補正

予算の可能性についてでございますが、財政課に

も協議したところ、やはり財源的に厳しいという

ことで、９月補正に入れていただけなかったので

今年度は難しいかと思っておるところでございま

す。申し訳ございません。 

○兵頭委員 
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これは私が出せ出せ言うても無理な話なんです

けど、もう一つ、この抽せんをやられるわけです

が、今回、今年の場合 78件の申込みで 30件の方

ということで、抽せん方法聞きましたら、申込み

順でくじを引いて、当たり外れで順番にやってい

って、30 件済んだら、それ以下の方は抽せんも

なしに帰られるということになってるんですか。 

○三瀨建設課長 

まず、該当になるかどうかの事前申請書を提出

いただき、補助の該当になる申請者数が補助枠を

超えている場合は、抽せん会において事前申請受

付順に本抽せんを行って、若い番号から予算の範

囲で補助金交付者の数を決定するような流れにさ

せてもらっております。 

○宇都宮副班長 

兵頭委員と同じようなことになるんですけれど

も、令和２年の当初が 600万円ぐらいの予算だっ

たのを９月で補正を組んだということで 900万円、

令和３年度の当初が 570 万円、令和２年度の当初

よりも減って補正も組むぐらいすごい人気がある

というのもいろんな方から聞くんですけど、これ

当初がちょっと減ってるというのも残念だなと思

うので、市民の方はいろいろとやっぱり話聞きま

すので、予算をとっていただけたらと思いますが

よろしくお願いします。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○山本委員 

上限はあるんでしたかね。１戸 20 万円まで。 

○三瀨建設課長 

お一人の申請で 20 万円以上の工事、例えば

100 万円超えればその５分の１、20％で満額の

20 万円が上限でもらえるということです。補助

対象工事が 100 万円以上の工事であれば満額もら

えるということです。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○宇都宮副班長 

参考までに教えていただきたいんですけど、事

業の内容の対象住宅に集合住宅専有部分のみとい

うのが書いてあるんですけど、これはどういうの

が令和２年度出てるんですか。 

○三瀨建設課長 

併用住宅といいますと店舗併用とかございます

し、また集合住宅でも市民の方が住まわれておる

ところが集合住宅、そこの玄関と言いますか、そ

れから中の個人の生活スペース、ここの中の内装

とかの改修については専有部分となりますので、

この部分については補助対象としているというと

ころでございます。 

○宇都宮副班長 

令和２年度の一戸建てと併用住宅、集合住宅の

割当てはどれぐらいの割合だったんでしょうか。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後３時 23 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後３時 24分） 

○三瀨建設課長 

住宅リフォームの補助の割合についてでござい

ますが、併用住宅については１割に足らないぐら

いで、ほとんどが自己持家の専用住宅でございま

す。それと共同住宅については今回の令和２年の

実績はございません。 

○宇都宮副班長 

これ十分人気がある事業ということは承知の上

なんですけれども、私ちょっと勉強不足で存じ上

げなかったんですけど、集合住宅の方もたくさん

いらっしゃると思いますので、広報とかでされて

るとは思うんですけど、その辺りを周知していっ

ていただけたらと思います。よろしくお願いしま

す。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

次に、通告事業「危険空家除却事業」について、

三瀨課長の説明を求めます。 

○三瀨建設課長 

それでは、続きまして 90ページになります。 

危険空家除却事業でございます。決算書は同じ

く 237 ページでございます。 

本事業は、倒壊の恐れがある危険空家を除却す

ることで、市民が安心できる快適な生活を営むこ

とができるように居住環境の確保をするための事

業でございます。対象は市内に存在する老朽危険

空家の所有者、並びにその相続権者でございまし

て、市内に本店、支店を有する建設業許可事業者

が除却工事を行う場合に 50 万円以上の工事に対

して、ほとんど 50 万円は軽く超えております、
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これに対して、対象工事費の 80％以内、80 万円

を上限として申請者に補助する事業でございます。

ということは、ほとんどが除却工事の対象工事が

100 万円を超えておりますので、ほとんど満額の

80 万円を交付している現状でございます。 

令和２年度の実績といたしましては 37 件ござ

いました。これは令和２年度の明許繰越、これは

浸水危険空家ということで７件、そして令和２年

度の現年度予算で 30 件ございまして、全部で

37 件の危険空家を除却するために補助金を交付

しておるところでございます。 

このほかに、特定危険空家の安全措置費という

ことで、軒先の屋根がわらが落下しないように落

下防止のネットを購入したり、それの設置費用を

含め実績としては 2942 万円でございます。 

不用額 122万円は、施工業者が見つからずに断

念されたという未執行分が１件ございまして、そ

の分が 122 万円の不用額につながっておるところ

でございます。 

県内でそれぞれの自治体あてに補助の割当てが

あるわけでございますが、令和２年度は 30 件で

ございました。令和３年度、今年度については今

40 件の補助枠を要望して 40 件の内示をいただい

ておるところでございます。 

今後もさらなる補助枠の拡大を要望してまいり

たいと思っております。 

それで今年につきましては、補助対象が 47 件

ございまして、令和２年度は 30 件の補助でした

ので、令和２年から令和３年に 17 件持ち越しと

なっておったところでございます。そこで令和３

年度に入って、昨年の 17 件の持ち越しも含めて、

今年も新たに募集したところ、17 件のうち２件

については、既に自力で解体されておったという

ことで、持ち越しが 15 件というところでござい

ます。それと今年新規の申請が 73 件ございまし

た。そのうち、補助対象が 41 件でございました

ので、全部で 56 件の補助対象となったわけでご

ざいますが、昨年からの持ち越しの 15 件につい

ては、１年待っていただいたということで今年出

すようにしておりますし、残りの 25 件につきま

しては、職員、複数の分で危険度調査を行ってお

ります。そこで、危険度の高い順番から 25 件を

今選んでおるところでございます。そして、それ

ぞれ全部 25 件が該当になったということになる

と、令和３年度、今年度から来年度の持ち越しに

ついては今のところ 16 件となる模様でございま

す。 

補助額 40 件でございますが、それを少しでも

大分もらいたいと思っておりますので、また県に

も要望してまいりたいと思っております。 

以上、御説明とさせていただきます。御審査の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

○小玉班長 

三瀨課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○山本委員 

実績評価のところに令和２年度の申請件数が

84 件あって、要件を満たした件数が 54 件と出て

るんですけど、逆に考えて要件を満たさない条件

というのはどういうものがあるんですか。 

○三瀨建設課長 

危険空家の除却事業ですので、一番はその住宅

の持ち主以外、近隣の方が、第三者が通るときに

倒壊してけがをされたり、そういう危害が及ぶ場

所に立地しているかどうか。だだっ広い敷地の中

で真ん中にぽつんと壊れそうな住宅というのは対

象にはならないわけでございます。それと１軒１

軒の柱、そして傾きとか軒先の崩れとか、そうい

うのを部門ごとに審査させてもらって、合計点数

が 100点を超えないと危険空家という分には該当

しないので、そこら辺の現状の空家の申請があっ

たけれども１軒１軒そこは現地行って調査させて

もらって、点数をはじいてみて、それで危険空家

に該当するかしないかを判断させてもらっており

ます。 

○山本委員 

今からこの危険空家、市内にどんどん増えてく

るんではなかろうかなと個人的に思うんですけど

も、そういう増えてきたとき、市の考えとしては、

危険空家というのは除去したほうがいいという考

えですよね。 

例えばですけど、家はあってお父さんお母さん

おられて、遠くへ出られて、東京なり大阪に出ら

れてもうこっちに帰ってくる意思もないけど危険

空家になってる、そんなところも出てくるのでは

なかろうか、現在もあると思うんですけども、こ

っちにおられない人たちへの連絡というか除去勧

告というかそういうふうな手だてはどの程度まで

やられておりますか。 
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○三瀨建設課長 

危険空家の所有者の関係の調査でございますが、

空家対策特別措置法ができまして、権限といいま

すか、戸籍、税務の台帳とかをもとに土地所有者

とか、あと危険空家と土地が違う所有者の方もお

られますけど、台帳をもとに、その方が何年何月

生まれということで、戸籍の附票とか、住民票の

除票とかをとりながら現住所を割り出して、まず

は文書で通知させてもらっております。そこで、

まずその税務の台帳にあった所有者という方から

相続関係、相関図をつくりながら、数十人に軽く

すぐなるわけでございますけど、そこの中で亡く

なられてる方、まだ健在の方とかいろいろ探しな

がら近い順に文書で通知をさせてもらって、問合

せのお電話をいただくように通知をさせてもらっ

ているところでございます。 

○山本委員 

行政執行とか最終手段までには至ってるような

ところはないということですか。 

○三瀨建設課長 

現在最終手段といいますか、指導、勧告、命令

という段階を追っていかないけないといけないん

ですけど、空家対策協議会に諮って、そこでもう

最終手段だという判断をいただいて、告示、それ

で期間を超えたら、略式代執行ということを現場

で宣言して、解体業者がそこの場で解体を始める

というようなことを、この前も新聞で新居浜市が

出ておりましたが、近くでは八幡浜もそういう略

式代執行をやられておりますので、そこら辺を参

考にさせてもらって、今後そういうことをやって

いかないといけないのかなとは思っております。

これも本当すぐ急がないといけないような危ない

ところがございますので、そこは順を追って進め

てまいりたいと思っております。 

○二宮委員 

この事業は、先ほど説明があった危険度判定と

か補助率というのは、これは愛媛県で一定なのか、

国として一定なのかということをお伺いしたいと

思います。 

○三瀨建設課長 

これは国の補助が 80万円のうちの半分の 40 万

円でございます。そして県の補助が４分の１の

20 万円、西予市もその４分の１の 20 万円という

ことで、一番は国が半分出してもらっているとい

うことで、こちらも前向きに動けるというところ

でございます。 

それと危険空家の点数の判断でございますが、

これは小規模住宅地区等改良事業ということで、

国の要綱にある危険度判定をそのまま採用させて

もらって、複数の人間でそれぞれの点数はじいて

みて、それで 100点を超えたらこういう危険度や

なと、危険度が勝ってるなということと、あと立

地条件、先ほど申しましたように、里道とか道路

とかに倒れたら第三者が大けがされるぞというよ

うな判定も一番の基準に考えて判断しているとこ

ろでございます。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

○中村委員 

空家については、ＡＢＣＤ判定とか、西予市で

もリサーチに入って、数年前にデータをとられて

いるのではないかと思っています。その中で最下

層にあるこの危険空家というものが、西予市全体

で今把握してる段階で何件ぐらいあるのか、旧町

別に何件ぐらいになってるのか、データがあれば

教えてください。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後３時 38 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後３時 40分） 

○三瀨建設課長 

それでは令和２年度末の西予市の空家の総数、

そこの中で危険空家が何戸あるか、旧町ごとにど

れだけの推移があるかということをお知らせ申し

上げます。 

令和２年度末で空家の総数が 2,032 戸ございま

す。そのうち、Ｄ・Ｅ判定という、いわゆる危険

空家の戸数が 531戸、旧町別でいきますと、明浜

86戸、宇和町100戸、野村町 161戸、城川町96戸、

三瓶町 88 戸、合計で 531 の戸数が危険空家と判

定されているものでございます。 

○中村委員 

531戸と聞きました。年間に 40件ずつ壊すとす

ると 13 年ぐらい今のペースでかかるのかなあみ

たいな話で、危険度に応じて優先順位決めるみた

いなことを先ほど言われました。それは申請され

た方が申請した順にそこの申請順の中での危険判

定、優先順位を割り振っていくのでしょう。 

それとは別に、西予市としてこれは危ないな、

直ちに何とかせないけんみたいな優先順位っても
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しかしたらある程度絞られてるのかなと思うんで

すけど、そのずれ、壊してくれっていう大して危

なくない、こっちはよ壊したほうがいいのに申請

が上がってこないみたいなそういう行政としての

調整というんですかね、そういうバランスとかは

どういうふうに考えておられますか。 

○三瀨建設課長 

今おっしゃったとおり 531 戸、年間 40 戸やっ

たら 10 何年かかります。しかしながら、危険空

家とはいえ個人の持ち物ということがございまし

て、こちらから強制的に壊せとかいうことをお願

いすることもできませんし、やはり補助は 80 万

円あったとしても、実際に 200 万円を超えたりす

るとどうしようかということでなかなか思いつき

が悪いというようないろいろ御事情を伺っておる

ところでございます。 

確かに今やったら補助ありますよとかというこ

とは申し上げておるわけでございますが、やはり

持ち主の方、もしくは相続権者の方の御判断が一

番ですのでなかなか難しいところでございます。 

それとあと点数についてのお話でございました

が、例えば、去年点数が 100 点は超えておるけど、

点数的に順番に入らなかったよという方について

は今年度へ持ち越ししていただきました。その方

は今年 15件と申しましたが、その 15件の方も、

今年はほかの方が幾ら点数がよかったとしても１

年待っていただいておりますので、その方につい

てはすぐに連絡をとって、書類、これとこれとこ

れが要るんですけどねということで、再度意思確

認をさせてもらって、点数が低いから今年も駄目、

来年も駄目とかいうそういう流れにはしないよう

に、やはり１年待っていただいてすみませんとい

うことで、補助対応させてもらっておるところで

ございます。 

○中村委員 

しつこいようなですが最後にもう１点だけ。所

管外かもしれませんけど、危険家屋を除却して更

地になると固定資産税評価が上がったりするのか

なあみたいな妙な心配があります。壊し賃がいっ

た上に税金上がる、良いこと一つもないのにそん

なの何でやるんだみたいに、よそに住んでる人に

とってはデメリットばっかりじゃないかみたいな

ことがあったりするんじゃないかと心配するんで

すけど、そういうときの行政としての対応方法と

しては、防災のためとか、付近の環境に配慮して

みたいなことをお願いするしかないのかなあとい

うふうに推察するんですが、そこら辺のところど

うですか。御苦労ばなしとかあったら。 

○三瀨建設課長 

御指摘のとおりでございます。固定資産の６分

の１というのが満額になりまして、評価額掛ける

1.4％が固定資産の税率だったと思いますが、そ

れがそのままかかってくるということも本当大き

いことでございます。 

なお、空家対策協議会で特定空家の認定があり

ますとその軽減措置も外されるようなことになっ

ておりますので、幾ら建物が建っておっても固定

資産の小規模云々という軽減措置が解除されて満

額になる。特に商店街とかになりますと、特に、

宇和町では土地の持ち主の方と上物の方が別の方

もおられまして、一番難儀なのはそこで、土地を

持っている方はそういう認定建物があるのにも関

わらず特定空家に認定されたということは税率が

また普通の軽減前に戻ってくるということになる

と大変つらいものがありまして、かといって自分

は人に貸しておるけどその人が亡くなったりその

相続のことも全然わからない、連絡のとりようが

ないという方の御相談もあったりすると思います。

ですから、こればっかりは税制の問題なので、市

からそこの部分についての免除ということの動き

というのは今のところこちら建設課サイドではな

かなかとれないようなのが現状でございます。 

○宇都宮副班長 

令和２年度に申請出されてる分、令和元年度か

らの持ち越し以外の新規の分で、100 点以上で一

番点数高いところは何点なんですか。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後３時 47 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後３時 49分） 

○三瀨建設課長 

今までで取り扱った中で 175 点というのが一番

高い数値でございます。場所は明浜町俵津でござ

います。 

○宇都宮副班長 

100 点以上が危険空家に認定されるということ

で補助の対象になるけど、その中でも点数が低い

分に関しては、いっぱいになったら来年度の持ち

越しになりますよとなってるという説明だったん

ですけれども、これ事業名にも危険空家と書いて
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あるぐらい危険と判定されてる分なので、やっぱ

り少しでも早く、予算があることですので仕方な

いかなとは思うんですけど、中には早く解体され

たいと思われてる方もいますのでその辺りを努力

していただけたらと思います。お願いします。 

○小玉班長 

ほかに質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

これより採決を行います。 

お諮りします。 

認定第１号「令和２年度西予市一般会計歳入歳

出決算の認定について」建設課所管分について、

認定することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○小玉班長 

挙手全員であります。当分科会としては原案ど

おり認定することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後３時 51 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後４時 04分） 

○三瀨建設課長 

先ほど木造住宅耐震化促進事業の関係で御質問

をいただいておりました。 

愛媛県全体の木造住宅の戸数が 58 万 1400 戸、

そのうち旧耐震基準が 16万 8400 戸ということで、

愛媛県における耐震化ができてない率が 28.9％

になるわけでございます。 

西予市内についてでございますが、それぞれ住

宅統計調査の成果でございますが、西予市内で持

家の木造住宅については1万5850戸ございます。

そのうち昭和 56年５月 31日以前ということで、

旧耐震基準における木造住宅が 6,120 戸ありまし

て、西予市の木造耐震化ができていないというの

が 38.7％という数値が上がっております。これ

は住宅統計調査の成果でございます。 

以上でございます。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後４時 05 分） 

 

【上下水道課】 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後４時 07分） 

次に、認定第１号「令和２年度西予市一般会計

歳入歳出決算の認定について」上下水道課所管分

についてを議題といたします。 

通告事業「三瓶地区雨水公共下水道事業」につ

いて、松下課長の説明を求めます。 

○松下上下水道課長 

それでは、認定第１号「令和２年度西予市一般

会計歳入歳出決算の認定について」上下水道課所

管分について、決算書及び主要な施策の成果報告

に基づき、事前に通告のあった事務事業について

御説明申し上げます。 

まず、主要な施策の成果報告書の 88 ページ、

三瓶地区雨水公共下水道事業を御覧ください。 

三瓶地区雨水公共下水道事業は、三瓶町安土地

区及び日吉崎地区が低地のため降雨による雨水排

水が集中しやすく、大雨や台風時に満潮などが重

なると既設水路の流下能力不足が原因で浸水被害

を受けてきました。浸水被害の解消・軽減し住民

の財産を守り、生活環境の整備と災害に強く快適

で暮らしやすいまちづくりの推進を図ることを目

的に、平成 28 年度には浸水シミュレーションを

行って浸水想定区域の設定を行い、平成 28 年、

29 年で都市計画決定及び事業計画を策定し、平

成 30年３月 27 日に西予市公共下水道事業計画変

更協議により認められ、平成 30 年度から社会資

本総合整備計画による防災安全交付金を用いて雨

水公共下水道としての事業を実施しております。 

令和２年度の主な事業としましては、令和２年

度西予市一般会計歳入歳出決算書の 235ページ、

236ページを御覧ください。 

令和元年度からの繰越しであります日吉崎雨水

ポンプ場実施詳細設計委託業務及び日吉崎地区雨

水環境実施設計委託業務として、合わせて

3368万円。 

237ページ、238ページを御覧ください。 

安土排水区第１工区雨水管渠整備工事、

1,600 ミリメートル角のボックスカルバート布設

延長 50.13メートル、6783万円、日吉崎雨水ポン

プ場建設に係る用地買収 340 万 5530 円などを執

行しております。予算の流用に関しましては、実

施設計の委託料における入札減少金及び路線減少

に伴う減額 1492 万円などを工事請負費に流用し

て執行しております。 

財源としましては、決算書の 35 ページ、36 ペ

ージを御覧ください。 

国庫支出金であります社会資本整備総合交付金、
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下水道防災安全交付金繰越明許費分として

5230万円。 

77 ページ、78 ページを御覧ください。 

起債であります都市計画債も繰越明許費分とし

て同額の 5230 万円、一般財源は 509 万 2543 円、

このうち繰越明許費分 31 万 5530 円、現年度分

477万 7013 円であります。 

令和２年度予算は、安土排水区の雨水管渠整備

工事を予定しておりましたが、前年度繰越工事と

の調整で予算を繰越しております。 

前年度繰越工事の施工区間約 50 メーターにお

いて、沿線の建物や外構に地盤沈下の影響が確認

されたため、同じ工法で継続して工事を発注する

ことができず、影響箇所の修繕及び工法の見直し

を検討する必要が生じております。速やかに影響

箇所の修繕及び工法の見直しの検討を実施し、地

元住民の方々の御理解をいただき工事を進捗させ

る必要があります。 

以上で、認定第１号「令和２年度西予市一般会

計歳入歳出決算の認定について」上下水道課所管

分の説明とさせていただきます。よろしく御審議

の上、御認定いただきますようお願い申し上げま

す。 

○小玉班長 

松下課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○中村委員 

実績評価のところ、早期に修繕方法の決定と工

法検討を実施しということでありました。 

以前に全協でお聞きしたかもしれませんが、再

度現状でどういう方向になっているのかお聞きし

たい。 

○松下上下水道課長 

三瓶地区安土排水区の修繕関係なんですが、影

響が生じた戸数が 10 戸ございまして、そのうち

８戸については修繕方法を決定し、ただいま修繕

を進めておる次第です。８戸のうち６戸に関しま

しては外構部分だけということで、コンクリート

のひび割れとか隙間があいた部分とか、そういっ

た軽微な修繕を行っております。残り２件につき

ましては、実際に家屋に傾きが生じておりますの

で傾きの修正を行うようにしております。こちら

はまだ手がついてない状態になっておりますが、

今後速やかに進めていくことにしております。最

後に、残ります２件につきましては、今ちょうど

前回工事の際に使用したマシンがまだ現状で設置

してあります。それを撤去するつもりではあるん

ですが、それを撤去する際に再度の修繕が必要に

なる、影響が生じる可能性がありますので、地元

の方と協議をいたしまして撤去後に修繕を行うと

いうことで調整をしております。 

工法の変更につきましては、現状でボックスカ

ルバートを敷設していっているんですが、同様の

工法では地元の御理解は得れないと考えておりま

す。それで現在考えておりますのは、推進工法と

いいますか、トンネルのような工法で地中を掘っ

て管を敷設していくという方法があります。そち

らは上からは見えませんし、地上への影響もない

と考えられますので、そちらで排水ができるかど

うかを今検討しておる状態です。 

○中村委員 

工法の変更による事業予算の変更とか影響につ

いてはいかがでしょうか。 

○松下上下水道課長 

事業費の変更につきましては、現状では概算で

はありますが、当初考えていた金額のおよそ２倍

以上にはなろうかと思います。ただ、今の工法で

も補助工法が必要になってくるので、補助工法が

ないとして当初予定をしておりましたので、補助

工法を行いますとトンネル掘るのと同じように今

考えていたよりは２倍ぐらいの予算は必要になっ

てくると考えております。 

○中村委員 

ボックスカルバートというのは割と地表に近く

ぽんぽんと設置していくような私イメージあるん

ですけど、今お聞きした工法の変更でトンネルの

ようなものを掘っていくとなると、少し地中より

潜るのかなというような、勝手な素人考えのイメ

ージなんですけど。 

一方であそこは非常に海抜が浅いので、海がそ

こそこにあって、かつ川というか溝の傾斜がほと

んどない、今まではだから溜まってたんだみたい

なことがありました。そこについては新しい工法

で対応できるとお考えですか。できると思ってる

からやるんだろうと思ってるんですけどね。くど

いようなんですけどすいません、根拠を知りたい。 

○松下上下水道課長 

工法につきましては、もともと海側に近いとこ

ろにＮＴＴの線が入っております。これの関係で
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最初の事業計画の段階から海底よりも下に出てし

まう予定になっておりました。それを一旦海底ま

で上げて排水する、要は上流から入ってきた水の

力によって海に水を押し出すという計画です。 

今回もトンネル工事みたいにしますと、当然今

のボックスカルバートよりは地中深く配置するよ

うにはなるんですが、同様の考えで予定をしてお

ります。 

本来は海底より上に出したいところなんですが、

ＮＴＴの関係でどうしても深くなってしまうとい

う関係があります。近々もう１回ＮＴＴさんとは

協議を行って、幾らかでも上げれないかという協

議を行うようにしております。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後４時 19 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後４時 23分） 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

これより採決を行います。 

お諮りします。 

認定第１号「令和２年度西予市一般会計歳入歳

出決算の認定について」上下水道課所管分につい

て認定することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○小玉班長 

挙手全員であります。 

当分科会としては原案どおり認定することに決

しました。 

次に、認定第６号「令和２年度西予市農業集落

排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について」

を議題といたします。 

松下課長の説明を求めます。 

○松下上下水道課長 

それでは、認定第６号「令和２年度西予市農業

集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」決算書及び主要な施策の成果報告書に基づき、

御説明申し上げます。 

本市における農業集落排水事業は、平成５年度

の宇和地区永長処理区に始まり、神野久、田之筋、

中川、石城、多田、明間、野村地区の長谷、岡成、

阿下処理区が平成 23 年４月までに供用開始し、

現在 10 処理区が稼働しております。また、明間

地区においては、浄化槽市町村整備事業により、

浄化槽 21基を設置しているところであります。 

それでは、決算の状況について、決算書を用い

て御説明申し上げます。 

令和２年度西予市特別会計歳入歳出決算書の

128ページ、129ページを御覧ください。 

歳入ですが、歳入全体では予算額の合計が 3億

5744万 7000円に対し、調定額 3億 4561万 437円、

収入済額 3 億 4560 万 7427 円、収入未済額は

3,010 円ですが、既に令和３年度において過年度

分として収入済みとなっております。なお、不納

欠損はありません。 

主な収入ですが、126 ページ、127 ページを御

覧ください。 

1款事業収入、1項 1目使用料、1節農業集落排

水施設使用料と 2節合併浄化槽施設使用料を合わ

せて 9960 万 7485 円。6 款 1 項繰入金、1 目農業

集落排水事業繰入金と 2 目浄化槽市町村整備推進

事業繰入金のともに 1節一般会計繰入金を合わせ

て 2億 2134万 4000円などであります。 

続きまして、歳出ですが、132 ページ、133 ペ

ージを御覧ください。 

歳出合計で予算額の合計が 3 億 5744万 7000円

に対し、支出済額が 3 億 4509 万 538 円で、不用

額は 1235万 6462円となっております。不用額は、

主に施設管理費の修繕料で、突発的な修繕や予定

していた修繕などで長寿命化が可能として執行し

なかったもの及び、委託料における業務内容の変

更に伴い減額になったものなどであります。 

歳出につきましては、大きく分けて施設管理費

と公債費であります。施設管理費では、各処理場

の維持管理事業と職員給与及び庶務事業を執行し

ております。 

130ページ、131ページを御覧ください。 

主な歳出としましては、1 款事業費、1 項 1 目

施設管理費、10 節需用費のうち、光熱水費

2479万 3218円、修繕料 2190 万 1045 円、12節委

託料のうち機械・機器保守点検委託料 3088 万

3600 円、企業会計への移行支援委託料として、

資産の調査及び評価委託料 1196万 5800円、汚泥

運搬委託料と汚泥処分委託料を合わせて 2601 万

5864円などであります。 

2款 1項公債費、1目元金、2目利子ともに 22節

償還金利子及び割引料を合わせて 1 億 7028 万

1834 円を財務省、地方公共団体金融機構など、
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それぞれの借入先ごとに償還しております。 

次のページを御覧ください。 

歳入総額 3 億 4560 万 7000 円、歳出総額 3 億

4509 万円、歳入歳出差引額は 51 万 7000 円であ

り、繰越金はありませんので、実質収支額は

51 万 7000 円となります。 

以上、決算書で説明させていただきましたが、

前年度との比較、８年間の推移などにつきまして、

決算における主要な施策の成果報告書の 123ペー

ジからグラフ化をしておりますので、御参考にし

ていただけたらと思います。 

以上で、認定第６号「令和２年度西予市農業集

落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について」

の説明とさせていただきます。よろしく御審議の

上、御認定いただきますようお願い申し上げます。 

○小玉班長 

松下課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○宇都宮副班長 

10 施設が稼働してるということなんですけれ

ども、修繕料、これどこに大体どれぐらいかかっ

たのかというのを説明いただけますか。 

○小玉班長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後４時 32 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後４時 32分） 

○松下上下水道課長 

成果報告書の 127ページを御覧いただけたらと

思います。 

そこの上の表なんですが、永長から阿下までの

10 施設におきまして、上から電気料金、水道料、

その次に修繕料という表記がされております。こ

の列につきましては、各施設において使用しまし

た修繕料が計上されております。 

○小玉班長 

ほかに質疑はございませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

これより採決を行います。 

お諮りします。 

認定第６号「令和２年度西予市農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算の認定について」認定す

ることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○小玉班長 

挙手全員であります。 

当分科会としては原案どおり認定することに決

しました。 

次に、認定第７号「令和２年度西予市水道事業

会計決算の認定について」を議題といたします。 

松下課長の説明を求めます。 

○松下上下水道課長 

それでは、認定第７号「令和２年度西予市水道

事業会計決算の認定について」決算書をもとに御

説明申し上げます。 

まず、令和２年度西予市公営企業会計決算書の

18 ページを御覧ください。 

令和２年度の西予市水道事業の概要を報告いた

します。 

総括事項として、事業経営につきましては、少

子高齢化による給水人口の減少と市民節水型生活

環境への移行により、今後も厳しい経営状況が見

込まれます。 

令和２年度の経常収支は、給水戸数の増加に伴

う１人１日平均使用水量の増加による給水収益の

増加及び動力費、職員給与費の減少により、前年

度と比較して 2247 万 6137円増の 2116万 2270 円

となりました。 

また、業務量につきましては、給水人口が前年

度から 375 人減少して 2 万 9393 人となり、年間

総有収水量は前年度比 0.8％増の 328万 4201立方

メートルとなりました。 

次に、収益的収入及び支出の決算額について御

説明いたします。 

４ページ、５ページを御覧ください。 

水道事業収益 7億 954万 8269円に対しまして、

水道事業費用は 6億 7584万 1780 円となり、前年

度と比較しまして収益は 2.4％の増、費用は

2.2％の増となっております。 

８ページ、９ページを御覧ください。 

このことを損益計算書で御説明いたします。 

営業収益 5 億 7092 万 3992円、営業費用が 6億

223万 7331円となり、差引き 3131万 3339円の営

業損失となりました。次に、営業外収益は水道加

入料など 7963 万 7530円となっており、営業外費

用は企業債の支払利息など 2716万 1921円を支出

しております。 

以上によりまして、経常利益 2116 万 2270 円、
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当年度純利益 2154 万 9093円となり、当年度未処

分利益剰余金が 1 億 458 万 1093 円となっており

ます。 

なお、積立金と合わせた利益剰余金の合計は、

次のページを御覧ください。 

右下に記載されております 5 億 4028万 3676円

であります。 

水道事業収益及び費用の主なものについて御説

明申し上げます。 

27 ページを御覧ください。 

営業収益としましては、水道料金 5 億 6251 万

8936 円、収入未済額につきましては、水道料金

の未納額が 786 名、1,198件、513万 2418 円とな

っております。これは、令和３年３月 31 日決算

のため、３月請求分の水道料金が納入遅れとなっ

ている件数が多く比較的大きな金額となっており

ますが、令和３年５月 31 日時点での未納額は

140名、270件、93万 1130円となっており、未納

額が 420 万 1288 円減少しております。今後も引

き続き滞納整理を強化し、過年度分として収納し

ていきたいと考えております。 

また、不納欠損につきましては 16名、250件、

135 万 4996 円を不納欠損として処理しておりま

す。５年を経過して連絡がとれないものなどであ

り、納入の見込みがないものになります。 

営業外収益につきましては、水道加入金 782万

円、他会計補助金 651 万 2931 円、一般会計補助

金です、その他雑収入 641 万 9908 円、これは下

水道料金併徴収受託費などであります。 

次のページを御覧ください。 

営業費用につきましては、原水及び浄水費にお

ける動力費3390万9521円、受水費5539万9820円

などであり、配水及び給水費における委託料

2153 万 2197 円、修繕料 1474 万 3793 円、動力費

2814万 130円、総係費における給料、手当などの

人件費を合わせて 1 億 499 万 7153 円などであり

ます。 

次のページをお開きください。 

営業外費用につきましては、企業債利息

2706万 6083円などであります。 

次に、資本的収入及び支出について御説明いた

します。 

６ページ、７ページを御覧ください。 

資本的収入につきましては、税込収入総額 1億

1008 万 2482 円となっております。その内訳は、

負担金 1410万 7233 円、補助金 8207万 7249円、

出資金 1389万 8000円であります。 

続きまして、歳出につきまして御説明申し上げ

ます。 

資本的支出につきましては、損失額 2億9213万

2237円で、建設改良費として 1億 9355万 3560円、

企業債償還金として 9857万 8677 円を支出してお

ります。建設改良の主な工事は、宇和給水区域の

新城水源井戸築造工事及び機械設備、電気計装工

事、永長第１水源井戸築造工事、三瓶給水区域の

津布理浄水場整備工事などであります。 

なお、建設改良工事の概況を 20 ページ、21 ペ

ージに記載しておりますのでお目通しをいただけ

たらと思います。 

また、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する 1億 8204万 9755 円につきましては、当年

度分損益勘定留保資金などで補填いたしました。 

そのほか、決算資料を掲載しておりますので御

参照いただけたらと思います。 

以上で、認定第７号「令和２年度西予市水道事

業会計決算の認定について」の説明とさせていた

だきます。よろしく御審議の上、御認定いただき

ますようお願い申し上げます。 

○小玉班長 

松下課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

これより採決を行います。 

お諮りします。 

認定第７号「令和２年度西予市水道事業会計決

算の認定について」認定することに賛成の委員の

挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○小玉班長 

挙手全員であります。 

当分科会としては原案のとおり認定することに

決しました。 

次に、認定第８号「令和２年度西予市簡易水道

事業会計決算の認定について」を議題といたしま

す。 

松下課長の説明を求めます。 

○松下上下水道課長 
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それでは、認定第８号「令和２年度西予市簡易

水道事業会計決算の認定について」決算書に基づ

き、御説明申し上げます。 

まず、令和２年度西予市公営企業会計決算書の

54 ページを御覧ください。 

令和２年度西予市簡易水道事業の概要を報告い

たします。 

総括事業として、西予市簡易水道事業は令和２

年４月１日から地方公営企業法の全部を適用し、

企業会計方式による経理処理に移行しました。 

当市の簡易水道事業は、宇和町、野村町、城川

町の中山間地域を中心に 33 カ所点在しており、

地元の簡易水道組合に施設の運転管理及び維持管

理を委託し運営しております。 

業務量につきましては、給水人口が 4,785 人、

年間総有収水量は 54万 4784 立方メートルとなっ

ております。 

また、財政状況につきましては、少子高齢化や

過疎化による人口減少のため料金収入が減少して

おり、経営は厳しい状況となっております。 

令和２年度の経常損失は 372 万 2851 円で、特

別利益及び特別損失を含めた当年度純損失は

723万 5551 円となっております。 

次に、収益的収入及び支出の決算額について御

説明いたします。 

40 ページ、41 ページを御覧ください。 

簡易水道事業収益 1億 3111 万 7460円に対しま

して、簡易水道事業費用は 1 億 3870万 8109円と

なっております。 

44 ページ、45 ページをお開きください。 

このことを損益計算書で御説明いたします。 

営業収益 5485 万 1209 円、営業費用が 1 億

2748 万 8681 円となり、差引き 7263 万 7472 円の

営業損失となりました。次に、営業外収益につき

ましては 7058 万 834 円となっており、営業外費

用は企業債の支払利息など 166 万 6213 円を支出

しております。 

以上によりまして、経常損失 372 万 2851 円、

当年度純損失 723 万 5551 円となり、当年度未処

理欠損金も 723万 5551 円となっております。 

なお、積立金と合わせた利益剰余金の合計は次

のページを御覧ください。 

右下に記載されておりますマイナス 723 万

5551円であります。 

簡易水道事業収益及び費用の主なものにつきま

して御説明申し上げます。 

63 ページを御覧ください。 

営業収益としましては、水道料金 5249 万

9672 円、収入未済額につきましては、水道料金

の未納額が 38 名、964 件、319 万 5770 円となっ

ております。これは、令和３年３月 31 日決算の

ため、３月請求分の水道料金が納入遅れとなって

いる件数が多く比較的大きな金額となっておりま

すが、令和３年５月 31 日時点での未納額は１人、

１件、1,620 円となっており、現在は過年度分と

して収納済みとなっております。また、不納欠損

はありません。 

営業外収益につきましては、水道加入金 32 万

円、他会計補助金 3079 万 6129 円、これは一般会

計補助金です、その他雑収入 282 万 8642 円など

であります。 

次のページを御覧ください。 

営業費用につきましては、原水及び浄水費にお

ける修繕費194万9747円、負担金514万2199円、

水質検査負担金などであり、配水及び給水費にお

ける委託料106万5370円、修繕費886万4110円、

動力費 154 万 7112 円、総係費における給料、手

当などの人件費を合わせて 2655万 7134円、水道

施設の維持管理など委託料 2498万 1258円などで

あります。 

営業外費用につきましては、企業債利息 151万

738円などであります。 

次に、資本的収入及び支出について御説明いた

します。 

42 ページ、43 ページを御覧ください。 

資本的収入につきましては、収入総額 560 万

1451円、補助金となっております。 

続きまして、歳出につきまして御説明申し上げ

ます。 

資本的支出につきましては、損失額 1304 万

1596 円で、企業債償還金として支出しておりま

す。建設改良はありません。 

また、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する 744 万 145円につきましては、当年度分損

益勘定留保資金などで補填いたしました。 

その他、決算資料を掲載しておりますので御参

考にしていただいたらと思います。 

以上で、認定第８号「令和２年度西予市簡易水

道事業会計決算の認定について」の説明とさせて

いただきます。よろしく御審議の上、御認定いた
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だきますようお願い申し上げます。 

○小玉班長 

松下課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

これより採決を行います。 

お諮りします。 

認定第８号「令和２年度西予市簡易水道事業会

計決算の認定について」認定することに賛成の委

員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○小玉班長 

挙手全員であります。 

当分科会としては原案のとおり認定することに

決しました。 

次に、認定第９号「令和２年度西予市公共下水

道事業会計決算の認定について」を議題といたし

ます。 

松下課長の説明を求めます。 

○松下上下水道課長 

それでは、認定第９号「令和２年度西予市公共

下水道事業会計決算の認定について」決算書に基

づき御説明申し上げます。 

まず、令和２年度西予市公営企業会計決算書の

88 ページを御覧ください。 

令和２年度の西予市公共下水道事業の概要を報

告いたします。 

総括事項として、西予市公共下水道事業は令和

２年４月１日から地方公営企業法の一部を適用し、

企業会計方式による経理処理に移行しました。 

当事業は、市内の人口が集中する地域において、

生活環境の改善及び公共用水域の水質保全を目的

に、野村処理区と宇和処理区で下水道整備を実施

しており、現在宇和処理区で管路整備工事を行っ

ております。そして、令和４年度の完了を目指し

ているところでございます。 

業務量としましては、年間総有収水量、処理水

量が 79万 3321 立方メートルであり、接続人口が

5,777人、水洗化率は 55.9％となっております。

今後、管路整備工事を行うとともに接続推進によ

る水洗化率の向上にも努めております。 

財務状況としては、経常利益が 3782万 6293円

で、特別利益及び特別損失を含めた当年度純利益

は 3884万 9812 円となっております。 

建設改良事業の状況としましては、宇和処理区

の卯之町四丁目及び稲生地区において管路整備を

行っており、1 億 1596 万 8406 円を執行しており

ます。 

次に、収益的収入及び支出の決算額について御

説明いたします。 

74 ページ、75 ページを御覧ください。 

下水道事業収益 5 億 700 万 4266 円に対しまし

て、下水道事業費用は 4億 6502万 4670円となっ

ております。 

78 ページ、79 ページを御覧ください。 

このことを損益計算書で御説明いたします。 

営業収益 1 億 295 万 5220 円、営業費用が 4 億

1208万 8474円となり、差引き 3億 913万 3254円

の営業損失となりました。 

次に、営業外収益は、他会計負担金や他会計補

助金など 3 億 9043 万 9106円となっており、営業

外費用は企業債の支払利息など 4347万 9559円を

支出しております。 

以上によりまして、経常利益 3782 万 6293 円、

当年度純利益 3884 万 9812円となり、当年度未処

分利益剰余金が 3884万 9812 円となっております。 

なお、積立金と合わせた利益剰余金の合計は次

のページを御覧ください。 

右下に記載されております 3884万 9812円であ

ります。 

下水道事業収益及び費用の主なものについて御

説明申し上げます。 

97 ページを御覧ください。 

営業収益としましては、下水道使用料 1 億

293万 1720円、収入未済額につきましては、令和

２年度分の下水道使用料の未納額が 3,177 名、

3,458 件、1067 万 7461 円となっております。こ

れは、令和３年３月 31 日決算であり、下水道使

用料は水道料金と併徴収ですが、３月に水道会計

に納入された下水道使用料を翌４月に受け取るた

め、自主的に３月に納入された下水道使用料は未

納の扱いになるため、件数が多く比較的大きな金

額となっておりますが、令和３年５月 31 日時点

の未納額は 67 名、105 件、23 万 7461 円となって

おり、未納額が 1044 万円減少しております。今

後も引き続き滞納整理を強化し、過年度分として

収納したいと考えております。 
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また、不納欠損につきましては２名、２件、

2,850 円を不納欠損として処理しております。５

年を経過して連絡が取れないものなどであり、納

入の見込みがないものとなります。 

営業外費用につきましては、一般会計負担金

1 億 7615 万 7392 円、一般会計補助金 6173 万

9677円、長期前受金戻入 1億 5210万 8069円など

であります。 

次のページを御覧ください。 

営業費用の主なものにつきましては、管渠費に

おける修繕費 1500 万 5972円などであり、処理場

費における光熱水費 1026 万 8560 円、委託料

4078 万 5290 円、修繕費 1435 万 9770 円、総係費

における給料、手当などの人件費を合わせて

2000 万 485 円、委託料 965 万 7351 円、減価償却

費 2億 8324万 9136円などであります。 

営業外費用につきましては、企業債利息

3966万 6473円などであります。 

次に、資本的収入及び支出について御説明いた

します。 

76 ページ、77 ページを御覧ください。 

資本的収入につきましては、収入総額 3 億

4707 万 9508 円となっております。その内訳は、

企業債 6330万円、出資金 2 億 322万 3140 円、補

助金 5963 万 3868 円、分担金及び負担金 2092 万

2500円であります。 

続きまして、歳出について御説明申し上げます。 

資本的支出につきましては、総支出額 3 億

2053万 9546円で、建設改良費として 1億 1596万

8406 円、企業債償還金として 2 億 457 万 1140 円

を支出しております。建設改良の主な工事は、宇

和処理区の卯之町四丁目及び稲生地区の管渠整備

工事であります。 

なお、建設改良工事の概要を 90 ページに記載

しておりますのでお目通しをいただけたらと思い

ます。 

また、資本的収入額から翌年度繰越額に係る財

源充当額を差し引いた額が資本的支出額に対して

不足する 416 万 38 円につきましては、繰越工事

資金及び引継金で補填いたしました。 

そのほか、決算資料を掲載しておりますので御

参照いただけたらと思います。 

以上で、認定第９号「令和２年度西予市公共下

水道事業会計決算の認定について」の説明とさせ

ていただきます。よろしく御審議の上、御認定い

ただきますようお願い申し上げます。 

○小玉班長 

松下課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉班長 

以上で質疑を終結といたします。 

これより採決を行います。 

お諮りします。 

認定第９号「令和２年度西予市公共下水道事業

会計決算の認定について」認定することに賛成の

委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○小玉班長 

挙手全員であります。 

当分科会としては原案のとおり認定することに

決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後５時 07 分） 

 

【提言】 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後５時 16分） 

本分科会における決算認定についての審査は全

て終了いたしました。 

これより当分科会における行政部局への提言に

ついて協議いたします。 

御意見をお願いします。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後５時 17 分） 

○小玉班長 

再開を告げる。（再開 午後５時 40分） 

経済振興課のジオブランド推進事業、ふるさと

就業創出奨励事業、市観光ＰＲ事業を、農業水産

課は、漁業関係各種補助金事業、林業課関係は、

有害鳥獣捕獲対策事業と間伐材出荷促進対策事業

です。建設課は、木造住宅耐震化促進事業、野村

地区都市再生整備計画事業、住宅リフォーム事業、

危険空家除却事業、以上を提言したいと思います。 

よろしいでしょうか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小玉班長 

以上、これで協議を終了いたします。 

本日いただいた意見を踏まえ、当分科会におけ

る報告書を作成し、10 月４日に開催される特別

委員会の席上で報告させていただきます。 
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これにて閉会いたします。 

 

 

閉会 午後５時42分 
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